
主
な
内
容

主
な
内
容

菊陽町議会フェイスブック
左記のQRコードを読み取る
とアクセスできます。きくようきくようきくようきくよう
2019.10
No.101

◎表紙
平成30年度決算 ……………………………………P２～３
臨時会と９月定例会、賛否表 ……………………P４～５
常任委員会報告 ……………………………………P６～７
Tea Time ～ちょっとひといき～ ……………………P８
一般質問 ………………………………………… P９～12
研修報告 ………………………………………… P13～15

菊陽町議会



財政力指数 経常収支比率（％） 公債費負担比率（％） 標準財政規模（千円）

平成26年度 0.93 81.7 13.1 8,160,076

平成27年度 0.92 83.1 16.1 8,258,992

平成28年度 0.92 85.4 12.5 8,380,903

平成29年度 0.93 83.9 13.3 8,412,394

平成30年度 0.96 93.1 11.1 8,614,482

議会費 118,123,571円 0.71％

総務費 3,683,828,274円 22.15％

民生費 5,210,289,652円 31.32％

衛生費 1,169,093,300円 7.03％

労働費 2,876,769円 0.02％

農林水産業費 587,560,555円 3.53％

商工費 581,024,338円 3.49％

土木費 1,420,709,834円 8.54％

消防費 481,474,021円 2.89％

教育費 1,856,190,409円 11.16％

災害復旧費 191,938,855円 1.15％

公債費 1,331,278,882円 8.00％

　一般会計歳出決算は、166 億 3438.9 万円で、予算現額 185 億 710.3
万円に対し、執行率は 89.88％となっている。また、支出済額は、前年度
より 6億 6014.9 万円増加している。

　民生費（障がい者福祉、保育所、児童手当、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療特別会計繰出金等）
が 31.32％。総務費（財政調整基金積立金等）が 22.15％教育費（菊陽北小学校大規模改造工事事業等）が
11.16％と高く、土木費、公債費との 5項目で全歳出額の 81.17％を占める。

　健全な財政運営の要件は、収支の均衡を保持しながら経済的変動や町民要望に対応しうる弾力性を持つも
のでなければならない。普通会計における財政力の動向、財政構造の弾力性を判断する主要財政指標の年度
別推移は下記表のとおり。

財 政 力 指 数

経常収支比率

公債費負担比率

標準財政規模

菊陽町監査委員の意見

財政力の強弱を示す指標。数値が1に近いほど財源に余裕があるとされている。

財政の弾力性は経常収支比率により判断される。この率が低ければ低いほど財政の弾力
性は大きく、財政構造が優れているといえる。平成29年度決算における類似団体の平均
値は90.7％。

公債費がどの程度一般財源の使途になっているかを示す指標。一般的には15％以内の範
囲にあることが望ましいとされる。

地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すもの。こ
こ数年は増加傾向にある。

財政構造、財政指数については、多少数値に増減あるが、過去の数値推移から問題はない。

主要財政指標の年度別推移

一般会計歳出

主要指数の説明

（大久保　輝議員）

自主財源（64.28％） 依存財源（35.72％）

款 収入済額（円） 割合（％） 款 収入済額（円） 割合（％）

町 税 7,010,863,799 39.50 地 方 譲 与 税 199,887,000 1.13

分担金及び負担金 323,140,150 1.82 地方消費税交付金 788,686,000 4.44

使用料及び手数料 166,884,296 0.94 地方特例交付金 36,762,000 0.21

財 産 収 入 401,925,395 2.26 地 方 交 付 税 167,060,000 0.94

寄 附 金 13,441,750 0.08 国 庫 支 出 金 2,397,389,066 13.51

繰 入 金 2,110,695,866 11.89 県 支 出 金 1,246,082,808 7.02

繰 越 金 1,246,743,850 7.02 町 債 1,414,200,000 7.97

諸 収 入 135,601,189 0.76 そ の 他 90,437,779 0.50

計 11,409,296,295 64.28 計 6,340,504,653 35.72

合計 17,749,800,948（100％）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

全国 熊本県 菊陽町 全国 熊本県 菊陽町 全国 熊本県 菊陽町

自主財源 48.0 30.9 54.5 30.7 42.6 58.3 集計中 集計中 64.3

依存財源 52.0 69.1 45.5 69.3 57.4 41.7 集計中 集計中 35.7

財政運営は適正に運営されている。
　令和元年第 3 回菊陽町議会定例会が 9 月 3 日から同月 17 日まで開催され、
平成 30年度決算を認定した。

　一般会計決算の状況は、歳入総額 177億 4980.1 万円、歳出総額 166億 3438.9 万円で、差

引残高11億 1541.2万円。このうち5億 4434.6万円が翌年度に繰り越すべき財源となるため、

実質収支額 5 億 7106.6 万円の黒字となっている。

平成30年度決算を認定

菊陽町と熊本県の自主財源・依存財源の比較

上記の通り、菊陽町の自主財源比率は熊本県内市町村や全国平均と比べて高い状況にある。

一般会計歳入
一般会計の歳入構成は以下の通り。

一般会計

（単位：％）
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報
告
第
５
号

有
限
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

《
内
容
》

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

経
営
状
況
を
報
告
す
る
。

議
案
第
52
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
厨

房
備
品
購
入

議
案
第
53
号

都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区

域
に
つ
い
て

《
内
容
》

規
定
に
基
づ
き
、
都
市
公
園

を
設
置
す
べ
き
区
域
を
定
め
る
。

同
意
第
４
号

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
内
容
》

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
に

天
野
智
子
氏
を
任
命
す
る
事

に
同
意
を
求
め
る
。

発
議
第
４
号
　
布
田
悟
議
員

本
格
的
な
憲
法
改
正
論
議
を

国
会
に
求
め
る
意
見
書

提
案
理
由

憲
法
の
施
行
よ
り
70
年
以
上

が
経
ち
、
国
民
の
意
識
や
憲

法
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
を
続
け
国
民
的
関
心

が
高
ま
る
中
、
我
が
国
を
取

り
巻
く
新
た
な
諸
問
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
憲
法
改

正
に
向
け
本
格
的
な
議
論
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
。

《
質
疑
》　
　
北
山
正
樹
議
員

他
の
報
道
機
関
は
調
べ
て
い

る
か
。

《
応
答
》　
　
布
田
　
悟
議
員

他
の
報
道
機
関
は
調
べ
て
い

な
い
。

《
討
論
》

反
対
　
　  

小
林
久
美
子
議
員

国
民
の
多
数
が
改
憲
を
求
め

て
い
な
い
下
で
は
必
要
な
い
。

甲
斐
榮
治
議
員

今
、
国
民
が
望
ん
で
い
る
の

は
経
済
問
題
と
社
会
保
障
で

あ
る
。

北
山
正
樹
議
員

発
議
す
る
前
に
、
町
議
会
の

中
で
、
議
論
す
る
べ
き
だ
っ

た
。

賛
成
　
　
　
岩
下
和
高
議
員

こ
の
憲
法
は
現
在
の
日
本
国

に
あ
っ
て
い
な
い
。

坂
本
秀
則
議
員

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
、
そ

の
存
在
を
内
外
に
知
ら
し
め

る
べ
き
。

渡
邊
裕
之
議
員

憲
法
改
正
は
九
条
だ
け
で
な

く
、教
育
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

《
採
決
》　
賛
成
多
数
で
可
決

発
議
第
５
号
　
西
本
友
春
議
員

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書

提
案
理
由

東
京
・
池
袋
で
87
歳
の
高
齢

者
が
運
転
す
る
車
が
暴
走

し
、
母
子
２
人
が
亡
く
な
っ

た
事
故
以
降
も
高
齢
運
転
者

に
よ
る
事
故
が
続
い
て
い

る
。い
ま
や
高
齢
運
転
者
の

安
全
対
策
及
び
安
全
運
転
支

援
の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
も

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

《
採
決
》　
全
員
賛
成
で
可
決

（
矢
野
厚
子
議
員
）

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
三
億
八
九
八
九
万
四
千

円
と
す
る
。

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
二
六
三

万
九
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
五
億
九
九
三
一

万
八
千
円
と
す
る
。

議
案
第
49
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

事
業
収
益
を
一
三
億
五
七
一

○
六
千
円
に
補
正
し
、
事
業

費
用
は
一
三
億
二
九
九
万
四

千
円
に
補
正
す
る
。

議
案
第
50
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

《
内
容
》

24
路
線
を
認
定
す
る
。

議
案
第
51
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

《
内
容
》

１
路
線
の
終
点
位
置
を
変
更

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改

造
工
事
受
注
請
負
契
約
締
結

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

シ
ャ
ワ
ー
室
と
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
設
備
は
あ
る
か
。

施
設
整
備
課
長
　
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
仕
様
だ
っ
た
と
思
う

が
、
シ
ャ
ワ
ー
室
は
な
い
。

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
第
３
期
大
規
模
改

造
工
事

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

こ
ち
ら
も
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト

仕
様
か
。

施
設
整
備
課
長
　
こ
ち
ら
も

ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
仕
様
だ
と

記
憶
し
て
い
る
。

議
案
第
33
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
の

増
築
・
改
修
工
事

《
質
疑
》　
　
西
本
友
春
議
員

前
室
は
着
替
え
る
場
所
か
。

施
設
整
備
課
長
　
材
料
の
調

査
、
検
査
な
ど
食
品
庫
に
入

れ
る
前
の
処
理
室
で
す
。

＊
３
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

可
決
。
但
し
阪
本
俊
浩
議
員

は
欠
席

議
案
第
35
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
の

記
載
を
可
能
に
す
る
。

議
案
第
36
号

菊
陽
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

に
伴
い
、
会
計
年
度
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

議
案
第
37
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
一
三
八

三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
二
億
九
二
二
七
万
二

千
円
と
す
る
。

議
案
第
45
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
四
七
○
六

万
四
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
四
九
一
万

二
千
円
と
す
る
。

議
案
第
46
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
九

三
九
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
七
億
二

八
八
九
万
四
千
円
と
す
る
。

議
案
第
47
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
○
万

に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

等
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
38
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
等
に
よ
り

一
部
の
条
例
を
改
正
す
る
。

議
案
第
39
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

《
内
容
》

子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
支

援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
の
文
言
を
整
理
す
る
。

議
案
第
40
号

菊
陽
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
。

議
案
第
41
号

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

《
内
容
》

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
関
係
条
例
に
お
け
る

使
用
料
等
の
消
費
税
相
当
額

を
改
正
す
る
。

議
案
第
42
号

菊
陽
町
長
等
の
給
料
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
を

減
額
す
る
。

議
案
第
43
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五

五
四
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
五
七
億

五
五
二
万
七
千
円
と
す
る
。

議
案
第
44
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

令和元年第３回菊陽町議会定例会
付議事件　■賛否表 ○は賛成　　●は反対　　欠は欠席

議案番号等 結
果

表決数 廣

　瀨

矢

　野

大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡

布

　田

福

　島

坂
本
秀

渡

　辺

佐

　藤

甲

　斐

岩

　下

小

　林

北

　山
賛成 反対

認 定 第 1 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 2 号 認定 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認 定 第 3 号 認定 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認 定 第 4 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 5 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 6 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 4 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 3 5 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 3 6 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 7 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 8 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 9 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 4 0 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 4 1 号 可決 14-2 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
議案第42号から第49号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 5 0 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第 5 1 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発 議 第 ４ 号 可決 12-5 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ●
発 議 第 ５ 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

付議事件（追加）
議案第 5 2 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 5 3 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同 意 第 ４ 号 同意 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結果は可決・同意

追
加
議
案

報
告
第
５
号

有
限
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

《
内
容
》

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

経
営
状
況
を
報
告
す
る
。

議
案
第
52
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
厨

房
備
品
購
入

議
案
第
53
号

都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区

域
に
つ
い
て

《
内
容
》

規
定
に
基
づ
き
、
都
市
公
園

を
設
置
す
べ
き
区
域
を
定
め
る
。

同
意
第
４
号

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
内
容
》

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
に

天
野
智
子
氏
を
任
命
す
る
事

に
同
意
を
求
め
る
。

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
三
億
八
九
八
九
万
四
千

円
と
す
る
。

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
二
六
三

万
九
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
五
億
九
九
三
一

万
八
千
円
と
す
る
。

議
案
第
49
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

事
業
収
益
を
一
三
億
五
七
一

○
六
千
円
に
補
正
し
、
事
業

費
用
は
一
三
億
二
九
九
万
四

千
円
に
補
正
す
る
。

議
案
第
50
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

《
内
容
》

24
路
線
を
認
定
す
る
。

議
案
第
51
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

《
内
容
》

１
路
線
の
終
点
位
置
を
変
更

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改

造
工
事
受
注
請
負
契
約
締
結

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

シ
ャ
ワ
ー
室
と
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
設
備
は
あ
る
か
。

施
設
整
備
課
長
　
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
仕
様
だ
っ
た
と
思
う

が
、
シ
ャ
ワ
ー
室
は
な
い
。

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
第
３
期
大
規
模
改

造
工
事

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

こ
ち
ら
も
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト

仕
様
か
。

施
設
整
備
課
長
　
こ
ち
ら
も

ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
仕
様
だ
と

記
憶
し
て
い
る
。

議
案
第
33
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
の

増
築
・
改
修
工
事

《
質
疑
》　
　
西
本
友
春
議
員

前
室
は
着
替
え
る
場
所
か
。

施
設
整
備
課
長
　
材
料
の
調

査
、
検
査
な
ど
食
品
庫
に
入

れ
る
前
の
処
理
室
で
す
。

＊
３
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

可
決
。
但
し
阪
本
俊
浩
議
員

は
欠
席

議
案
第
35
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
の

記
載
を
可
能
に
す
る
。

議
案
第
36
号

菊
陽
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

に
伴
い
、
会
計
年
度
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

議
案
第
37
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
一
三
八

三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
二
億
九
二
二
七
万
二

千
円
と
す
る
。

議
案
第
45
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
四
七
○
六

万
四
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
四
九
一
万

二
千
円
と
す
る
。

議
案
第
46
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
九

三
九
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
七
億
二

八
八
九
万
四
千
円
と
す
る
。

議
案
第
47
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
○
万

に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

等
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
38
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
等
に
よ
り

一
部
の
条
例
を
改
正
す
る
。

議
案
第
39
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

《
内
容
》

子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
支

援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
の
文
言
を
整
理
す
る
。

議
案
第
40
号

菊
陽
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
。

議
案
第
41
号

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

《
内
容
》

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
関
係
条
例
に
お
け
る

使
用
料
等
の
消
費
税
相
当
額

を
改
正
す
る
。

議
案
第
42
号

菊
陽
町
長
等
の
給
料
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
を

減
額
す
る
。

議
案
第
43
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五

五
四
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
五
七
億

五
五
二
万
七
千
円
と
す
る
。

議
案
第
44
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

第
３
回
定
例
議
会

９
月
３
日
〜
17
日

第
４
回
臨
時
議
会

７
月
29
日

議
案
審
査
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報
告
第
５
号

有
限
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

《
内
容
》

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

経
営
状
況
を
報
告
す
る
。

議
案
第
52
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
厨

房
備
品
購
入

議
案
第
53
号

都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区

域
に
つ
い
て

《
内
容
》

規
定
に
基
づ
き
、
都
市
公
園

を
設
置
す
べ
き
区
域
を
定
め
る
。

同
意
第
４
号

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
内
容
》

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
に

天
野
智
子
氏
を
任
命
す
る
事

に
同
意
を
求
め
る
。

発
議
第
４
号
　
布
田
悟
議
員

本
格
的
な
憲
法
改
正
論
議
を

国
会
に
求
め
る
意
見
書

提
案
理
由

憲
法
の
施
行
よ
り
70
年
以
上

が
経
ち
、
国
民
の
意
識
や
憲

法
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
を
続
け
国
民
的
関
心

が
高
ま
る
中
、
我
が
国
を
取

り
巻
く
新
た
な
諸
問
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
憲
法
改

正
に
向
け
本
格
的
な
議
論
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
。

《
質
疑
》　
　
北
山
正
樹
議
員

他
の
報
道
機
関
は
調
べ
て
い

る
か
。

《
応
答
》　
　
布
田
　
悟
議
員

他
の
報
道
機
関
は
調
べ
て
い

な
い
。

《
討
論
》

反
対
　
　  

小
林
久
美
子
議
員

国
民
の
多
数
が
改
憲
を
求
め

て
い
な
い
下
で
は
必
要
な
い
。

甲
斐
榮
治
議
員

今
、
国
民
が
望
ん
で
い
る
の

は
経
済
問
題
と
社
会
保
障
で

あ
る
。

北
山
正
樹
議
員

発
議
す
る
前
に
、
町
議
会
の

中
で
、
議
論
す
る
べ
き
だ
っ

た
。

賛
成
　
　
　
岩
下
和
高
議
員

こ
の
憲
法
は
現
在
の
日
本
国

に
あ
っ
て
い
な
い
。

坂
本
秀
則
議
員

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
、
そ

の
存
在
を
内
外
に
知
ら
し
め

る
べ
き
。

渡
邊
裕
之
議
員

憲
法
改
正
は
九
条
だ
け
で
な

く
、教
育
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

《
採
決
》　
賛
成
多
数
で
可
決

発
議
第
５
号
　
西
本
友
春
議
員

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書

提
案
理
由

東
京
・
池
袋
で
87
歳
の
高
齢

者
が
運
転
す
る
車
が
暴
走

し
、
母
子
２
人
が
亡
く
な
っ

た
事
故
以
降
も
高
齢
運
転
者

に
よ
る
事
故
が
続
い
て
い

る
。い
ま
や
高
齢
運
転
者
の

安
全
対
策
及
び
安
全
運
転
支

援
の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
も

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

《
採
決
》　
全
員
賛
成
で
可
決

（
矢
野
厚
子
議
員
）

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
三
億
八
九
八
九
万
四
千

円
と
す
る
。

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
二
六
三

万
九
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
五
億
九
九
三
一

万
八
千
円
と
す
る
。

議
案
第
49
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

事
業
収
益
を
一
三
億
五
七
一

○
六
千
円
に
補
正
し
、
事
業

費
用
は
一
三
億
二
九
九
万
四

千
円
に
補
正
す
る
。

議
案
第
50
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

《
内
容
》

24
路
線
を
認
定
す
る
。

議
案
第
51
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

《
内
容
》

１
路
線
の
終
点
位
置
を
変
更

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改

造
工
事
受
注
請
負
契
約
締
結

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

シ
ャ
ワ
ー
室
と
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
設
備
は
あ
る
か
。

施
設
整
備
課
長
　
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
仕
様
だ
っ
た
と
思
う

が
、
シ
ャ
ワ
ー
室
は
な
い
。

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
第
３
期
大
規
模
改

造
工
事

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

こ
ち
ら
も
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト

仕
様
か
。

施
設
整
備
課
長
　
こ
ち
ら
も

ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
仕
様
だ
と

記
憶
し
て
い
る
。

議
案
第
33
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
の

増
築
・
改
修
工
事

《
質
疑
》　
　
西
本
友
春
議
員

前
室
は
着
替
え
る
場
所
か
。

施
設
整
備
課
長
　
材
料
の
調

査
、
検
査
な
ど
食
品
庫
に
入

れ
る
前
の
処
理
室
で
す
。

＊
３
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

可
決
。
但
し
阪
本
俊
浩
議
員

は
欠
席

議
案
第
35
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
の

記
載
を
可
能
に
す
る
。

議
案
第
36
号

菊
陽
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

に
伴
い
、
会
計
年
度
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

議
案
第
37
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
一
三
八

三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
二
億
九
二
二
七
万
二

千
円
と
す
る
。

議
案
第
45
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
四
七
○
六

万
四
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
四
九
一
万

二
千
円
と
す
る
。

議
案
第
46
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
九

三
九
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
七
億
二

八
八
九
万
四
千
円
と
す
る
。

議
案
第
47
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
○
万

に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

等
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
38
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
等
に
よ
り

一
部
の
条
例
を
改
正
す
る
。

議
案
第
39
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

《
内
容
》

子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
支

援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
の
文
言
を
整
理
す
る
。

議
案
第
40
号

菊
陽
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
。

議
案
第
41
号

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

《
内
容
》

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
関
係
条
例
に
お
け
る

使
用
料
等
の
消
費
税
相
当
額

を
改
正
す
る
。

議
案
第
42
号

菊
陽
町
長
等
の
給
料
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
を

減
額
す
る
。

議
案
第
43
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五

五
四
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
五
七
億

五
五
二
万
七
千
円
と
す
る
。

議
案
第
44
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

令和元年第３回菊陽町議会定例会
付議事件　■賛否表 ○は賛成　　●は反対　　欠は欠席

議案番号等 結
果

表決数 廣

　瀨

矢

　野

大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡

布

　田

福

　島

坂
本
秀

渡

　辺

佐

　藤

甲

　斐

岩

　下

小

　林

北

　山賛成 反対
認 定 第 1 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 2 号 認定 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認 定 第 3 号 認定 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認 定 第 4 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 5 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
認 定 第 6 号 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 4 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 3 5 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 3 6 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 7 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 8 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議案第 3 9 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 4 0 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 4 1 号 可決 14-2 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
議案第42号から第49号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 5 0 号 可決 15-1 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第 5 1 号 可決 16-0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発 議 第 ４ 号 可決 12-5 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ●
発 議 第 ５ 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

付議事件（追加）
議案第 5 2 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 5 3 号 可決 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同 意 第 ４ 号 同意 17-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結果は可決・同意

追
加
議
案

報
告
第
５
号

有
限
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

《
内
容
》

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

経
営
状
況
を
報
告
す
る
。

議
案
第
52
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
厨

房
備
品
購
入

議
案
第
53
号

都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区

域
に
つ
い
て

《
内
容
》

規
定
に
基
づ
き
、
都
市
公
園

を
設
置
す
べ
き
区
域
を
定
め
る
。

同
意
第
４
号

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
内
容
》

菊
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
に

天
野
智
子
氏
を
任
命
す
る
事

に
同
意
を
求
め
る
。

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
三
億
八
九
八
九
万
四
千

円
と
す
る
。

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
二
六
三

万
九
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
五
億
九
九
三
一

万
八
千
円
と
す
る
。

議
案
第
49
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

事
業
収
益
を
一
三
億
五
七
一

○
六
千
円
に
補
正
し
、
事
業

費
用
は
一
三
億
二
九
九
万
四

千
円
に
補
正
す
る
。

議
案
第
50
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

《
内
容
》

24
路
線
を
認
定
す
る
。

議
案
第
51
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

《
内
容
》

１
路
線
の
終
点
位
置
を
変
更

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改

造
工
事
受
注
請
負
契
約
締
結

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

シ
ャ
ワ
ー
室
と
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
設
備
は
あ
る
か
。

施
設
整
備
課
長
　
ウ
オ
シ
ュ

レ
ッ
ト
仕
様
だ
っ
た
と
思
う

が
、
シ
ャ
ワ
ー
室
は
な
い
。

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

北
小
学
校
第
３
期
大
規
模
改

造
工
事

《
質
疑
》　
　
　
布
田
悟
議
員

こ
ち
ら
も
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト

仕
様
か
。

施
設
整
備
課
長
　
こ
ち
ら
も

ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
仕
様
だ
と

記
憶
し
て
い
る
。

議
案
第
33
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
内
容
》

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
給
食
室
の

増
築
・
改
修
工
事

《
質
疑
》　
　
西
本
友
春
議
員

前
室
は
着
替
え
る
場
所
か
。

施
設
整
備
課
長
　
材
料
の
調

査
、
検
査
な
ど
食
品
庫
に
入

れ
る
前
の
処
理
室
で
す
。

＊
３
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

可
決
。
但
し
阪
本
俊
浩
議
員

は
欠
席

議
案
第
35
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
の

記
載
を
可
能
に
す
る
。

議
案
第
36
号

菊
陽
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

に
伴
い
、
会
計
年
度
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

議
案
第
37
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
一
三
八

三
千
円
を
追
加
し
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
二
億
九
二
二
七
万
二

千
円
と
す
る
。

議
案
第
45
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
四
七
○
六

万
四
千
円
を
追
加
し
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
四
九
一
万

二
千
円
と
す
る
。

議
案
第
46
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
九

三
九
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
七
億
二

八
八
九
万
四
千
円
と
す
る
。

議
案
第
47
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
○
万

に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設

等
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

議
案
第
38
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
等
に
よ
り

一
部
の
条
例
を
改
正
す
る
。

議
案
第
39
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

《
内
容
》

子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
支

援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
の
文
言
を
整
理
す
る
。

議
案
第
40
号

菊
陽
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
。

議
案
第
41
号

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

《
内
容
》

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
関
係
条
例
に
お
け
る

使
用
料
等
の
消
費
税
相
当
額

を
改
正
す
る
。

議
案
第
42
号

菊
陽
町
長
等
の
給
料
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
を

減
額
す
る
。

議
案
第
43
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
内
容
》

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
五

五
四
三
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
五
七
億

五
五
二
万
七
千
円
と
す
る
。

議
案
第
44
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

第
３
回
定
例
議
会

９
月
３
日
〜
17
日

第
４
回
臨
時
議
会

７
月
29
日

議
案
審
査
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平
成
29
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
、
菊
陽
町
に
お
い
て

今
後
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
空
家
等
に
つ
い
て
、
そ
の
発

生
を
抑
制
し
、
空
家
等
の
適
正
管
理
と
利
活
用
等
を
盛
り

込
ん
だ
「
菊
陽
町
空
家
等
対
策
計
画
」
策
定
を
委
託
し
た
。

税
務
課

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
取
り
壊
し
後
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
法
改
正
に
よ
り
令
和
２
年
度
ま
で
引
続
き
軽
減
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
と
、
納
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
り
す
る
と
高
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
更
地
で
何
も
管
理
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
れ
ば
、
雑
種
地
の
中
で
も
一
番
低
い
評
価
と
な
り
、

固
定
資
産
税
は
安
く
な
る
。

総
務
課

　
町
全
体
の
職
員
数
定
数
は
、
２
５
０
人
だ
が
平
成
30
年

度
の
正
規
職
員
は
２
２
７
人
、

臨
時
職
員
は
１
３
６
人
、
非

常
勤
職
員
は
２
１
４
人
。
今

年
度
の
正
規
職
員
は
２
３
６

人
で
、
次
年
度
採
用
数
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
退
職
者

数
や
各
課
等
の
業
務
量
等
の

関
係
が
あ
る
の
で
、
現
時
点

で
採
用
人
数
は
、
確
定
し
て

い
な
い
が
増
員
す
る
方
向
で

募
集
を
考
え
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
防
災
広
場
２
ha
の
う
ち
、

元
々
町
所
有
だ
っ
た
も
の
を

除
く
約
1.8
　
分
に
つ
い
て
、
今
回
、
土
地
取
得
特
別
会
計

に
約
11
億
４
千
万
円
支
払
い
、
一
般
会
計
へ
買
い
戻
し
た
。

し
か
し
、
土
地
取
得
特
別
会
計
に
町
債
は
残
っ
て
い
な
い

の
で
、
そ
の
金
額
を
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
た
も
の
。

か
り
」
の
利
用
状
況
は
、
４
７
５
人
。

健
康
保
険
課

　
運
動
指
導
委
託
料
と
は
、
３
つ
の
年
齢
別
の
コ
ー
ス
を

対
象
に
健
康
増
進
コ
ー
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
回
数
に
応

じ
て
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
子
ど
も
医
療

費
が
本
年
１
月
か
ら
無
料
に
な
っ
た
が
、
受
診
件
数
は
横

ば
い
で
あ
る
。

国
民
健
康
特
別
会
計

　
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
と
利
用
率
は
、
30
歳
以
上
の
国

民
健
康
被
保
険
者
４
８
７
人
で
約
８
％
。
補
助
金
は
ど
の

コ
ー
ス
で
も
２
５
，０
０
０
円
。
特
定
検
診
受
診
率
の
目

標
は
60
％
だ
が
達
成
で
き
て
い
な
い
。

視

　察

・
ラ
ビ
ッ
ト
保
育
園

・
放
課
後
学
童
施
設
「
に
じ
い
ろ
」

・
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
　
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
算
数
、

英
語
の
授
業

・
武
蔵
ヶ
丘
北
小
校
区

の
通
学
路
を
視
察
し

ま
し
た
。

答
弁
　
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
鼻
ぐ
り
井
手
祭
で
、
子
供

向
け
ブ
ー
ス
の
出
店
を
行
う
な
ど
、
地
域
貢
献
を
し
て
頂

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

【
下
水
道
課
】

質
問
　
下
水
道
施
設
の
老
朽
調
査
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

答
弁
　
管
路
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
中
で

布
設
年
度
を
エ
リ
ア
分
け
し
、
古
い
エ
リ
ア
か
ら
順
次
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
用
い
、
状
況
調
査
し
て
い
る
。

質
問
　
下
水
道
使
用
料
の
料
金
改
定
の
検
討
状
況
は
。

答
弁
　
本
年
度
中
に
10
カ
年
の
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
。

ま
た
、収
支
計
画
も
策
定
し
、内
容
を
検
討
し
て
判
断
す
る
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

質
問
　
農
業
集
落
排
水
事
業

は
今
後
い
つ
ま
で
続
き
、
国

か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
既
存
集
落
の
管
整
備

は
終
わ
っ
て
い
る
。
開
発
等

に
よ
り
必
要
に
応
じ
設
計
委

託
・
工
事
を
行
う
事
に
な
る
。

国
の
補
助
金
は
な
い
。

【
環
境
生
活
課
】

質
問
　
水
洗
化
さ
れ
て
な
い

地
域
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
弁
　
土
地
の
形
状
等
で
下
水
道
管
と
の
接
続
が
で
き
な

い
地
域
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
都
市
計
画
課
】

質
問
　
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
予
定
は
。

答
弁
　
令
和
３
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
建
設
課
】

質
問
　
橋
梁
点
検
の
結
果
、
架
け
替
え
を
要
す
る
橋
梁
は

あ
る
か
。

答
弁
　
架
け
替
え
及
び
大
規
模
な
改
修
を
必
要
と
す
る
橋

梁
は
な
い
。

ha

ラビット保育園の保育の様子

武蔵ヶ丘北小校区の
通学路視察

延伸予定の菊陽空港線

電子黒板を活用した授業の様子（３年生）

（仮称）光の森多目的広場の防災備蓄棟

町
の
次
の
発
展
の
要
素
に

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

常 

任 

委 

員 

会 

報 

告

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
小
学
校
に
お
け
る
学
習
会
の
回
数
は
約
３
０
０
回
で
、

単
価
は
講
師
（
先
生
）
に
対
し
１
回
、
２
，２
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、
人

権
に
関
す
る
様
々
な
課
題
（
い
じ
め
、
女
性
差
別
、
障
が

い
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
に
対
し
て
、
職
員
研
修
及
び
議

員
研
修
等
を
行
い
、
意
識
を
変
え
て
い
く
事
が
大
切
と
の

皆
さ
ん
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

財
政
課

　
事
故
繰
越
は
、
今
回
は
熊
本
地
震
関
連
事
業
で
あ
っ
た

た
め
、
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
今
回
が
初
め

て
の
ケ
ー
ス
で
通
常
は
あ
り
得
な
い
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
天
井
が
あ
り
、
通
常
は
飛
散
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
毎
年
、
空
気
中
の
濃
度
検
査
を

行
っ
て
い
る
た
め
に
、
除
去
し
な
い
限
り
今
後
も
検
査
は

続
く
。

総
合
政
策
課

　
現
在
の
巡
回
バ
ス
委
託

料
が
約
２
，８
８
５
万
円

と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

今
回
の
公
共
交
通
体
系
の

見
直
し
で
は
、
現
在
の
経

費
を
目
安
と
し
て
実
施
す

る
予
定
だ
が
詳
細
な
算
出

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

〇
認
定
第
一
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
四
号
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
五
号
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
六
号
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

　
　全
て
、
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

学
務
課

　
給
食
調
理
委
託
料
は
、
菊
陽
西
小
学
校
の
給
食
室
改
修

時
の
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費

用
の
内
、
保
護
者
負
担
の
差
額
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

　
菊
陽
町
体
育
協
会
補
助
金
は
町
体
育
協
会
に
交
付
さ
れ
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く
よ
う
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
７
月
末
で
４
，

６
４
０
件
。
来
年
２
月
３
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、

戸
籍
、
税
務
関
係
の
交
付
が
始
ま
る
の
で
、
交
付
率
も
伸

び
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

子
育
て
支
援
課

　
民
営
化
し
た
保
育
所
の
建
物
売
り
払
い
の
対
象
園
と
金

額
の
内
訳
は
、
白
菊
園
１
３
，５
７
２
，５
０
０
円
、
白
鈴

園
１
１
，２
４
７
，５
０
０
円
、
さ
く
ら
園
は
１
８
，３
７

２
，５
０
０
円
で
あ
る
。
病
後
児
保
育
「
こ
あ
ら
」「
ゆ
ー

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
を
一
件
ず

つ
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　認
定
第
一
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　認
定
第
三
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　認
定
第
三
四
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

【
農
政
課
】

質
問
　
林
業
振
興
費
、
委
託
料
、
負
担
金
を
毎
年
払
い
続

け
る
と
、
木
の
売
却
で
は
採
算
が
取
れ
な
い
。
こ
の
件
は

他
市
町
村
と
の
関
係
で
進
め
る
の
は
理
解
し
て
い
る
が
、

過
年
度
分
を
含
め
る
と
大
き
い
た
め
、
今
後
の
方
針
を
明

確
に
し
、
説
明
で
き
る
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
　
委
託
内
容
は
、
町
有
林
を
瀬
田
裏
に
約
3.4
　
及
び

岳
河
原
に
約
３
　
所
有
し
、
下
草
刈
り
の
管
理
、
作
業
道

路
の
維
持
管
理
、
防
火
線
払
い
も
行
っ
て
い
る
。

議
員
よ
り
提
案
　
町
工
事
に
町
有
林
の
木
材
を
利
用
す
べ

き
で
あ
る
。

【
商
工
振
興
課
】

質
問
　
杉
並
木
沿
線
下
草
刈
り
の
委
託
は
ど
こ
に
し
た
の
か
。

答
弁
　
例
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

質
問
　
商
工
会
へ
の
補
助
金
は
い
つ
か
ら
上
げ
る
の
か
。

答
弁
　
今
年
度
か
ら
１
７
０
万
円
増
額
し
、
９
５
０
万
円

補
助
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
営
指
導
委
員
に

係
る
人
件
費
に
充
当
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
建
築
組
合
に
４
万
５
千
円
の
補
助
を
し
て
い
る
が

理
由
は
何
か
。

ha

ha

西
本
友
春
委
員
長

佐
々
木
理
美
子
委
員
長

福
島
知
雄
委
員
長

空家の現地視察
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平
成
29
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
、
菊
陽
町
に
お
い
て

今
後
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
空
家
等
に
つ
い
て
、
そ
の
発

生
を
抑
制
し
、
空
家
等
の
適
正
管
理
と
利
活
用
等
を
盛
り

込
ん
だ
「
菊
陽
町
空
家
等
対
策
計
画
」
策
定
を
委
託
し
た
。

税
務
課

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
取
り
壊
し
後
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
法
改
正
に
よ
り
令
和
２
年
度
ま
で
引
続
き
軽
減
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
と
、
納
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
り
す
る
と
高
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
更
地
で
何
も
管
理
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
れ
ば
、
雑
種
地
の
中
で
も
一
番
低
い
評
価
と
な
り
、

固
定
資
産
税
は
安
く
な
る
。

総
務
課

　
町
全
体
の
職
員
数
定
数
は
、
２
５
０
人
だ
が
平
成
30
年

度
の
正
規
職
員
は
２
２
７
人
、

臨
時
職
員
は
１
３
６
人
、
非

常
勤
職
員
は
２
１
４
人
。
今

年
度
の
正
規
職
員
は
２
３
６

人
で
、
次
年
度
採
用
数
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
退
職
者

数
や
各
課
等
の
業
務
量
等
の

関
係
が
あ
る
の
で
、
現
時
点

で
採
用
人
数
は
、
確
定
し
て

い
な
い
が
増
員
す
る
方
向
で

募
集
を
考
え
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
防
災
広
場
２
ha
の
う
ち
、

元
々
町
所
有
だ
っ
た
も
の
を

除
く
約
1.8
　
分
に
つ
い
て
、
今
回
、
土
地
取
得
特
別
会
計

に
約
11
億
４
千
万
円
支
払
い
、
一
般
会
計
へ
買
い
戻
し
た
。

し
か
し
、
土
地
取
得
特
別
会
計
に
町
債
は
残
っ
て
い
な
い

の
で
、
そ
の
金
額
を
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
た
も
の
。

か
り
」
の
利
用
状
況
は
、
４
７
５
人
。

健
康
保
険
課

　
運
動
指
導
委
託
料
と
は
、
３
つ
の
年
齢
別
の
コ
ー
ス
を

対
象
に
健
康
増
進
コ
ー
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
回
数
に
応

じ
て
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
子
ど
も
医
療

費
が
本
年
１
月
か
ら
無
料
に
な
っ
た
が
、
受
診
件
数
は
横

ば
い
で
あ
る
。

国
民
健
康
特
別
会
計

　
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
と
利
用
率
は
、
30
歳
以
上
の
国

民
健
康
被
保
険
者
４
８
７
人
で
約
８
％
。
補
助
金
は
ど
の

コ
ー
ス
で
も
２
５
，０
０
０
円
。
特
定
検
診
受
診
率
の
目

標
は
60
％
だ
が
達
成
で
き
て
い
な
い
。

視

　察

・
ラ
ビ
ッ
ト
保
育
園

・
放
課
後
学
童
施
設
「
に
じ
い
ろ
」

・
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
　
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
算
数
、

英
語
の
授
業

・
武
蔵
ヶ
丘
北
小
校
区

の
通
学
路
を
視
察
し

ま
し
た
。

答
弁
　
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
鼻
ぐ
り
井
手
祭
で
、
子
供

向
け
ブ
ー
ス
の
出
店
を
行
う
な
ど
、
地
域
貢
献
を
し
て
頂

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

【
下
水
道
課
】

質
問
　
下
水
道
施
設
の
老
朽
調
査
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

答
弁
　
管
路
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
中
で

布
設
年
度
を
エ
リ
ア
分
け
し
、
古
い
エ
リ
ア
か
ら
順
次
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
用
い
、
状
況
調
査
し
て
い
る
。

質
問
　
下
水
道
使
用
料
の
料
金
改
定
の
検
討
状
況
は
。

答
弁
　
本
年
度
中
に
10
カ
年
の
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
。

ま
た
、収
支
計
画
も
策
定
し
、内
容
を
検
討
し
て
判
断
す
る
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

質
問
　
農
業
集
落
排
水
事
業

は
今
後
い
つ
ま
で
続
き
、
国

か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
既
存
集
落
の
管
整
備

は
終
わ
っ
て
い
る
。
開
発
等

に
よ
り
必
要
に
応
じ
設
計
委

託
・
工
事
を
行
う
事
に
な
る
。

国
の
補
助
金
は
な
い
。

【
環
境
生
活
課
】

質
問
　
水
洗
化
さ
れ
て
な
い

地
域
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
弁
　
土
地
の
形
状
等
で
下
水
道
管
と
の
接
続
が
で
き
な

い
地
域
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
都
市
計
画
課
】

質
問
　
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
予
定
は
。

答
弁
　
令
和
３
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
建
設
課
】

質
問
　
橋
梁
点
検
の
結
果
、
架
け
替
え
を
要
す
る
橋
梁
は

あ
る
か
。

答
弁
　
架
け
替
え
及
び
大
規
模
な
改
修
を
必
要
と
す
る
橋

梁
は
な
い
。

ha

ラビット保育園の保育の様子

武蔵ヶ丘北小校区の
通学路視察

延伸予定の菊陽空港線

電子黒板を活用した授業の様子（３年生）

（仮称）光の森多目的広場の防災備蓄棟

町
の
次
の
発
展
の
要
素
に

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

常 

任 

委 

員 

会 

報 

告

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
小
学
校
に
お
け
る
学
習
会
の
回
数
は
約
３
０
０
回
で
、

単
価
は
講
師
（
先
生
）
に
対
し
１
回
、
２
，２
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、
人

権
に
関
す
る
様
々
な
課
題
（
い
じ
め
、
女
性
差
別
、
障
が

い
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
に
対
し
て
、
職
員
研
修
及
び
議

員
研
修
等
を
行
い
、
意
識
を
変
え
て
い
く
事
が
大
切
と
の

皆
さ
ん
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

財
政
課

　
事
故
繰
越
は
、
今
回
は
熊
本
地
震
関
連
事
業
で
あ
っ
た

た
め
、
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
今
回
が
初
め

て
の
ケ
ー
ス
で
通
常
は
あ
り
得
な
い
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
天
井
が
あ
り
、
通
常
は
飛
散
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
毎
年
、
空
気
中
の
濃
度
検
査
を

行
っ
て
い
る
た
め
に
、
除
去
し
な
い
限
り
今
後
も
検
査
は

続
く
。

総
合
政
策
課

　
現
在
の
巡
回
バ
ス
委
託

料
が
約
２
，８
８
５
万
円

と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

今
回
の
公
共
交
通
体
系
の

見
直
し
で
は
、
現
在
の
経

費
を
目
安
と
し
て
実
施
す

る
予
定
だ
が
詳
細
な
算
出

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

〇
認
定
第
一
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
四
号
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
五
号
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

〇
認
定
第
六
号
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

　
　全
て
、
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

学
務
課

　
給
食
調
理
委
託
料
は
、
菊
陽
西
小
学
校
の
給
食
室
改
修

時
の
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費

用
の
内
、
保
護
者
負
担
の
差
額
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

　
菊
陽
町
体
育
協
会
補
助
金
は
町
体
育
協
会
に
交
付
さ
れ
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く
よ
う
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
７
月
末
で
４
，

６
４
０
件
。
来
年
２
月
３
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、

戸
籍
、
税
務
関
係
の
交
付
が
始
ま
る
の
で
、
交
付
率
も
伸

び
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

子
育
て
支
援
課

　
民
営
化
し
た
保
育
所
の
建
物
売
り
払
い
の
対
象
園
と
金

額
の
内
訳
は
、
白
菊
園
１
３
，５
７
２
，５
０
０
円
、
白
鈴

園
１
１
，２
４
７
，５
０
０
円
、
さ
く
ら
園
は
１
８
，３
７

２
，５
０
０
円
で
あ
る
。
病
後
児
保
育
「
こ
あ
ら
」「
ゆ
ー

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
を
一
件
ず

つ
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　認
定
第
一
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　認
定
第
三
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　認
定
第
三
四
号
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

【
農
政
課
】

質
問
　
林
業
振
興
費
、
委
託
料
、
負
担
金
を
毎
年
払
い
続

け
る
と
、
木
の
売
却
で
は
採
算
が
取
れ
な
い
。
こ
の
件
は

他
市
町
村
と
の
関
係
で
進
め
る
の
は
理
解
し
て
い
る
が
、

過
年
度
分
を
含
め
る
と
大
き
い
た
め
、
今
後
の
方
針
を
明

確
に
し
、
説
明
で
き
る
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
　
委
託
内
容
は
、
町
有
林
を
瀬
田
裏
に
約
3.4
　
及
び

岳
河
原
に
約
３
　
所
有
し
、
下
草
刈
り
の
管
理
、
作
業
道

路
の
維
持
管
理
、
防
火
線
払
い
も
行
っ
て
い
る
。

議
員
よ
り
提
案
　
町
工
事
に
町
有
林
の
木
材
を
利
用
す
べ

き
で
あ
る
。

【
商
工
振
興
課
】

質
問
　
杉
並
木
沿
線
下
草
刈
り
の
委
託
は
ど
こ
に
し
た
の
か
。

答
弁
　
例
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

質
問
　
商
工
会
へ
の
補
助
金
は
い
つ
か
ら
上
げ
る
の
か
。

答
弁
　
今
年
度
か
ら
１
７
０
万
円
増
額
し
、
９
５
０
万
円

補
助
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
営
指
導
委
員
に

係
る
人
件
費
に
充
当
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
建
築
組
合
に
４
万
５
千
円
の
補
助
を
し
て
い
る
が

理
由
は
何
か
。

ha

ha

西
本
友
春
委
員
長

佐
々
木
理
美
子
委
員
長

福
島
知
雄
委
員
長

空家の現地視察
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　現在、町内の各小中学校においてALTが参加

しての英語科の授業及び英語活動が行われてい

ます。子どもたちは、いわゆる日本人の「先

生」とだけ授業をつくることに加え、ALTが授

業へ参画することで、さまざまな豊かな学びを

享受していると考えています。

メイソン・バスカーク（24才）
アメリカ出身

コナー・ギルソン（30才）
アメリカ出身

武蔵ヶ丘中学校　中尾　幸治 校長先生から

　勤務態度もまじめだし、遅刻もない。職員室

では周りの教師と片言の英語と日本語で会話し

て、教師たちとのふれあいにも申し分がない。

生徒たちも「はい！」とかいって、溶け込んで

いってるようで安心している。今後の子どもた

ちへの貢献を期待したい。

外国語指導助手（Assistant Language Teacher）のこと。小中高校などの英語の授業で、
生きた英語、発音を生徒児童に伝え、もって英語教育の質の向上に寄与する。

メッセージ メッセージ

ALTとは？

菊陽中学校　安武　卓明 校長先生から

今回は、菊陽町小・中学校でALTとして、英語を教えている
二人の青年教師を紹介します。

（北山正樹議員・佐々木理美子議員）

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

・一般質問は、政策に取り組むべき議員にとって、もっとも意義ある場です。趣旨は、町執行部の
考えを「問い質す」ものですから、町政策に関することであれば、質問に制限はありません。
　本町は「一問一答」方式を採用しており、質問を二度、三度と重ねることで、より深い答弁を引
き出すことが可能です。持ち時間は町執行部からの答弁も含めて60分です。

・文責は原稿執筆者にあります。特に一般質問の場合は、質問者に文責があります。広報委員会は、
内容や漢字の間違いなどは、修正しますが、文体など基本的に原稿執筆者の意向を優先します。

・本委員会では今期から、記事の担当者の名前を、最後に掲載する方針としました。これは、新聞
などでも多く取られているものです。記事執筆者にほどよい緊張感と、思索をより深めた内容を、
町民の皆様に紹介するためです。

・広域行政組合に派遣されている議員の活動も掲載します。菊陽議会以外での活動にもご注目くだ
さい。今回は「菊池環境組合」で新清掃工場建設の現地からの報告です。

農
地
水
事
業
で
新
町
井
手
整
備
だ
け
の

　
　
　新
設
支
部
を
設
け
ら
れ
な
い
か

坂本 秀則 議員

農
地
水
事
業
総
会
で
承
認
を
得
れ
ば
可
能
で
あ
る

答

原
水
工
業
団
地
周
辺
の
発
展

と
交
通
渋
滞
緩
和
に
向
け
て

坂
本

　町
道
里
道
等
の
変
更

及
び
畑
灌
施
設
に
つ
い
て
の

説
明
会
並
び
意
見
交
換
会
を

適
時
に
開
催
す
る
の
か
。

経
済
部
長

　里
道
変
更
は
関

係
者
に
説
明
し
た
上
で
進
め

る
。
畑
灌
施
設
は
用
地
代
移

設
補
償
額
の
提
示
を
受
け
土

地
改
良
と
説
明
会
を
開
催
す

る
。

坂
本

　原
水
工
業
団
地
周
辺

の
交
通
渋
滞
に
対
し
て
多
面

的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

建
設
課
長

　菊
陽
空
港
線
延

伸
の
進
捗
を
見
な
が
ら
杉
並

木
公
園
線
延
伸
の
検
討
に
入

り
渋
滞
緩
和
に
取
り
組
む
。

商
工
振
興
課
長

　セ
ミ
コ
ン

交
通
対
策
協
議
会
に
通
勤
バ

ス
続
行
便
等
の
提
案
を
す
る
。

原
水
駅
三
里
木
駅
周
辺
の
地

域
振
興
と
発
展
に
向
け
て

坂
本

　原
水
駅
周
辺
及
び
三

里
木
北
側
を
市
街
化
区
域
に

移
行
で
き
な
い
か

都
市
計
画
課
長

　原
水
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
調
査
を

も
と
に
原
水
駅
周
辺
は
市
街

化
編
入
に
向
け
て
進
め
る
。

町
長

　三
里
木
北
側
は
環
境

整
備
職
員
体
制
を
考
え
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

坂
本

　原
水
、
三
里
木
駅
周

辺
活
性
化
と
将
来
像
を
語
り

合
う
協
議
会
を
設
置
で
き
な

い
か
。

総
合
政
策
課
長

　状
況
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
協
議
会
設

置
も
含
め
進
め
て
い
く
。

坂
本

　北
小
学
校
、
西
小
学

校
は
新
校
舎
建
設
並
び
用
地

の
確
保
を
直
ち
に
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

施
設
整
備
課
長

　北
小
学
校

は
来
年
度
増
築
に
向
け
て
検

討
に
入
る
必
要
が
あ
る
。
西

小
学
校
は
住
宅
関
係
等
の
動

向
を
注
視
し
計
画
的
そ
し
て

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

原
水
、
新
町
地
区
、
農
地
基

盤
整
備
事
業
の
早
期
着
工
に

向
け
て

坂
本

　地
権
者
と
行
政
で
構

成
す
る
基
盤
整
備
推
進
協
議

会
を
設
立
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

農
政
課
長

　地
権
者
の
、
あ

る
程
度
の
合
意
形
成
が
整
え

ば
協
議
会
等
の
設
置
を
考
え

る
。
今
年
度
中
に
は
地
元
の

方
と
事
業
の
実
施
に
向
け
た

方
向
性
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

白
水
、
久
保
田
地
区
の
発
展

と
活
性
化
に
向
け
て

坂
本

　白
水
、
久
保
田
地
区

の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
通

学
、
通
勤
者
が
公
共
交
通
機

関
ま
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
で
き

な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

　通
学
、
通

勤
の
ニ
ー
ズ
も
含
め
町
民
の

意
見
要
望
に
つ
い
て
試
験
運

行
実
施
期
間
中
に
き
ち
ん
と

検
証
し
公
共
交
通
と
し
て
の

利
便
性
と
効
率
性
を
検
討
し

た
上
で
本
格
運
行
に
移
行
す

る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
の
対
応

は
早
急
に
出
来
な
い
か

坂
本

　旧
国
道
57
号
の
南
方

地
区
内
歩
道
及
び
路
側
帯
沿

の
大
小
雑
木
か
ら
害
虫
や
枝

で
通
学
者
等
に
支
障
が
起
き

て
い
る
が
、
枝
伐
採
防
除
等

の
対
策
は
早
急
に
と
れ
な
い

か
。

建
設
課
長

　伐
採
及
び
剪
定

を
実
施
す
る
と
県
か
ら
伺
っ

て
い
る
。
県
に
対
し
て
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
に
要
望
す

る
。

（広報委員会）
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将
来
像
を
語
り

合
う
協
議
会
を
設
置
で
き
な

い
か
。

総
合
政
策
課
長

　状
況
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
協
議
会
設

置
も
含
め
進
め
て
い
く
。

坂
本

　北
小
学
校
、
西
小
学

校
は
新
校
舎
建
設
並
び
用
地

の
確
保
を
直
ち
に
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

施
設
整
備
課
長

　北
小
学
校

は
来
年
度
増
築
に
向
け
て
検

討
に
入
る
必
要
が
あ
る
。
西

小
学
校
は
住
宅
関
係
等
の
動

向
を
注
視
し
計
画
的
そ
し
て

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

原
水
、
新
町
地
区
、
農
地
基

盤
整
備
事
業
の
早
期
着
工
に

向
け
て

坂
本

　地
権
者
と
行
政
で
構

成
す
る
基
盤
整
備
推
進
協
議

会
を
設
立
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

農
政
課
長

　地
権
者
の
、
あ

る
程
度
の
合
意
形
成
が
整
え

ば
協
議
会
等
の
設
置
を
考
え

る
。
今
年
度
中
に
は
地
元
の

方
と
事
業
の
実
施
に
向
け
た

方
向
性
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

白
水
、
久
保
田
地
区
の
発
展

と
活
性
化
に
向
け
て

坂
本

　白
水
、
久
保
田
地
区

の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
通

学
、
通
勤
者
が
公
共
交
通
機

関
ま
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
で
き

な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

　通
学
、
通

勤
の
ニ
ー
ズ
も
含
め
町
民
の

意
見
要
望
に
つ
い
て
試
験
運

行
実
施
期
間
中
に
き
ち
ん
と

検
証
し
公
共
交
通
と
し
て
の

利
便
性
と
効
率
性
を
検
討
し

た
上
で
本
格
運
行
に
移
行
す

る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
の
対
応

は
早
急
に
出
来
な
い
か

坂
本

　旧
国
道
57
号
の
南
方

地
区
内
歩
道
及
び
路
側
帯
沿

の
大
小
雑
木
か
ら
害
虫
や
枝

で
通
学
者
等
に
支
障
が
起
き

て
い
る
が
、
枝
伐
採
防
除
等

の
対
策
は
早
急
に
と
れ
な
い

か
。

建
設
課
長

　伐
採
及
び
剪
定

を
実
施
す
る
と
県
か
ら
伺
っ

て
い
る
。
県
に
対
し
て
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
に
要
望
す

る
。

（広報委員会）
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ゾーン 30 カラーベルト

通
学
路
交
通
安
全

　
　
　
　

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
と
は

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
関
係
機
関
が
連
携
協
力
し

合
同
点
検
、改
善
、充
実
を
お
こ
な
う

答

光
の
森
駅
と
立
体
駐
車
場
を
結
ぶ

　
　
　
　自
由
通
路
建
設
に
つ
い
て

廣瀨 英二 議員

大
事
な
事
業
と
し
て
早
期
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
む

答

中岡 敏博 議員

本
年
度
の
合
同
点
検
は

教
育
部
長
　
通
学
路
の
新
た

な
危
険
箇
所
に
対
し
て
７
月

８
〜

１０
の
３
日
間
で
関
係
者

と
２７
か
所
の
一
斉
合
同
点
検

を
実
施
し
た
。

中
岡
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

で
い
う
危
険
箇
所
の
抽
出
の

ソ
ー
ス
、
情
報
元
の
根
拠
は
。

教
育
部
長
　
保
護
者
か
ら
や

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
聞
き

取
り
、
学
校
か
ら
で
あ
る
。

中
岡
　
専
門
性
に
欠
け
る
。

横
断
歩
道
の
代
わ
り
に
道
路
を

緑
に
塗
装
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

総
務
課
長

　歩
行
者
横
断
指

導
線
で
あ
る
。
通
安
全
対
策

中
岡
　
そ
の
通
り
で
あ
り
、

横
断
歩
道
の
代
わ
り
に
白
の

平
行
線
で
あ
る
が
正
し
い
。

で
は
、
ス
ク
ー
ル
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
青
パ
ト
）
に
声
を
か

け
た
の
か
。

教
育
部
長
　
今
回
は
話
を
し

て
い
な
い
。
今
後
改
善
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
く
。

中
岡
　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
、

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
。

交
通
安
全
対
策
で
推
進
し
て

い
る
取
組
と
は

中
岡
　
カ
ラ
ー
ベ
ル
ト
事
業
、

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
関
東
を

中
心
に
本
町
と
類
似
地
区
を

調
査
研
究
し
提
言
し
て
き
た

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長
　
歩
道
が
な
い
道

路
、
通
学
路
等
で
必
要
な
所

に
設
置
す
る
。
緑
色
を
基
本

に
整
備
を
し
て
い
る
。
ゾ
ー

ン
30
は
、
内
閣
府
の
交
通
安

全
白
書
で
効
果
を
確
認
し
た
。

今
後
、
他
の
自
治
体
を
参
考

に
研
究
し
て
い
く
。

門
の
管
理
と
不
審
者
侵
入
時

対
応
訓
練
は

中
岡
　
過
去
の
一
般
質
問
で

の
答
弁
と
違
い
、
現
場
意
識

の
格
差
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
登
下
校
時
以
外

は
閉
鎖
し
管
理
し
て
い
る
。

訓
練
は
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。

中
岡
　
正
常
性
バ
イ
ア
ス
に

陥
っ
て
い
な
い
の
か
。

教
育
長
　
関
係
者
に
と
っ
て

衝
撃
的
な
事
件
が
相
次
い
だ
。

今
後
、
見
直
し
点
検
や
訓
練

を
実
施
す
る
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
は

教
育
長

　将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
関
心
を
持
ち
、
主

権
者
と
し
て
、
教
育
的
に
も

有
意
義
と
考
え
開
催
に
向
け

学
校
と
協
議
し
取
り
組
む
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○
飲
酒
運
転
撲
滅
、
あ
お
り

運
転
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

○
高
齢
者
に
関
す
る
事
故
に

対
し
て
の
考
え
、
取
組
は
。 

自
由
通
路
建
設
に
つ
い
て

廣
瀨
　
光
の
森
駅
で
三
日
間
、

調
査
を
し
た
が
朝
通
勤
通
学

時
間
帯
の
七
時
〜
八
時
の
横

断
歩
道
の
利
用
者
は
約
五
〇

〇
人
、
横
断
歩
道
を
横
切
る

車
は
約
四
〇
〇
台
で
歩
行
者

と
車
の
交
錯
で
、
ひ
ど
い
混

雑
で
あ
り
、
周
辺
道
路
の
渋

滞
を
招
い
て
い
る
。
歩
行
者

の
安
全
と
駅
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
そ
し
て
渋
滞
緩
和

の
面
か
ら
も
早
期
の
実
現
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
光
の
森
駅
周
辺
の
安

全
な
通
行
や
駅
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
及
び
交
通
渋
滞

の
緩
和
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
「
活
力
に
あ
ふ

れ
」
「
に
ぎ
わ
う
町
づ
く

り
」
の
大
き
な
事
業
と
し
て

早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
駅
設
置
に
つ
い
て

廣
瀨
　
新
駅
予
定
地
の
図
書

館
付
近
は
、
周
辺
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
図
書
館
、

さ
ん
ふ
れ
あ
等
、
南
側
に
は

商
業
施
設
、
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
が
集
積
、
周
辺
の
開
発
も

進
ん
で
い
る
。
総
合
体
育
館

建
設
も
具
体
化
す
る
中
、
条

件
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
道
路

整
備
に
時
間
を
要
す
る
状
況

で
、
道
路
渋
滞
、
高
齢
化
対

策
と
し
て
早
期
の
新
駅
設
置

は
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
経

緯
は
あ
る
が
、
今
の
時
点
で

は
杉
並
木
陸
橋
も
歩
道
も
あ

る
の
で
協
議
の
中
に
入
れ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
条
件
が

整
っ
て
き
た
の
で
、
三
里
木

駅
か
ら
空
港
へ
の
鉄
道
の
延

伸
、
そ
う
い
う
中
で
、
駅
が

出
来
れ
ば
、
豊
肥
本
線
は
単

線
な
の
で
離
合
駅
と
し
て
使

え
ば
便
数
も
増
え
る
と
の
思

い
も
あ
る
。
今
後
こ
れ
に
つ

い
て
も
協
議
を
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鉄
砲
小
路
踏
切
の
拡
張
に

つ
い
て

廣
瀨
　
三
日
間
の
調
査
で
は
、

朝
の
七
時
〜
八
時
の
踏
切
横

断
の
車
は
約
三
〇
〇
台
、
自

転
車
及
び
歩
行
者
は
約
七
〇

名
、
そ
れ
と
、
踏
切
降
下
が

五
分
に
一
回
は
閉
ま
る
状
況

で
あ
る
。
幅
員
が
せ
ま
い
た

め
、
危
険
な
踏
切
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
旧
五
七
号
線

の
車
の
交
通
量
（
県
警
調

査
）
で
上
り
四
二
九
台
、
下

り
六
八
四
台
で
踏
切
の
右
折
、

左
折
の
車
で
渋
滞
す
る
。
歩

行
者
の
安
全
と
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
踏
切
拡
張
が
必
要
。

地
域
か
ら
の
要
望
書
提
出
か

ら
丸
三
年
経
過
、
早
急
な
改

善
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長
　
先
月
Ｊ
Ｒ
と
二

回
目
の
協
議
を
行
っ
た
。
当

該
踏
切
を
拡
幅
し
、
東
側
に

歩
道
を
整
備
し
、
歩
行
者
の

安
全
性
を
考
え
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
や
関
係
機
関
と
の
協
議
の

進
捗
具
合
に
も
よ
る
が
、
一

日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
（
北
新
山
区
）

廣
瀨
　
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
工
事
は
い
つ
か
ら
始

め
る
の
か
。

総
務
課
長

　北
公
園
で
進
め

て
い
る
。
年
度
内
に
は
工
事

を
終
了
し
た
い
。

菊陽空港線馬場踏切付近

Ｊ
Ｒ
三
里
木
駅
分
岐
・
菊
陽
空
港
線
延
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

の
新
情
報
は

独
立
行
政
法
人
に
調
査
委
託
・
予
備
設
計
を
開
始

答

保
育
所
・
副
食
費
へ
の

　
　
　
　
町
の
補
助
が
で
き
な
い
か

現
段
階
で
は
、
補
助
は
考
え
て
い
な
い

答

甲斐 榮治 議員

小林 久美子 議員

数
十
年
先
の
町
を
左
右
す
る

甲
斐
　
Ｊ
Ｒ
の
三
里
木
駅
分

岐
と
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
は

将
来
の
菊
陽
町
の
発
展
を
左

右
す
る
事
業
と
思
う
が
、
執

行
部
の
位
置
づ
け
は
。

総
合
政
策
課
長
　
前
者
は
、

拡
大
す
る
人
の
流
れ
と
経
済

効
果
を
と
り
こ
み
、
地
域
を

活
性
化
す
る
事
業
で
あ
る
。

建
設
課
長
　
後
者
は
、
中
九

州
高
規
格
道
路
に
繋
が
り
、

産
業
を
支
え
る
物
流
の
最
重

要
路
線
で
あ
る
。

甲
斐
　
空
港
の
周
辺
自
治
体

の
み
な
ら
ず
、
県
・
国
・
東

ア
ジ
ア
を
も
見
渡
す
視
点
が

必
要
で
あ
る
。

　
県
か
ら
新
た
な
情
報
を
得

た
か
。
県
と
の
意
思
疎
通
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
あ
る
か
。

総
合
政
策
課
長

　県
は
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
に
調
査

を
委
託
し
た
。
県
、
同
機
構
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
る
協
議
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
町
総
合
政
策
課
と
県
の
空

港
ア
ク
セ
ス
整
備
推
進
室
と

は
定
期
的
に
連
絡
を
と
り

あ
っ
て
い
る
。

建
設
課
長
　
菊
陽
空
港
線
延

伸
事
業
の
県
施
工
区
間
に
つ

い
て
は
予
備
設
計
業
務
を
発

注
し
た
。
町
も
予
備
設
計
に

入
る
。
相
互
に
連
絡
を
と
り

つ
つ
、
早
期
着
工
を
め
ざ
す
。

町
長
　
現
段
階
で
は
所
管
部

署
が
分
か
れ
て
い
る
し
、
県
の

方
針
も
明
ら
か
で
な
い
。
時
機

が
来
れ
ば
動
く
が
、
待
つ
べ
き

時
に
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

甲
斐
　
周
辺
自
治
体
の
動
き

は
ど
う
か
。

町
長
　
菊
陽
町
・
益
城
町
・

西
原
村
・
大
津
町
で
は
、
協

議
会
的
な
連
携
組
織
を
作
っ

て
取
り
組
む
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。

横
断
的
組
織
が
必
要
で
は

甲
斐
　
情
勢
が
進
め
ば
、
情

報
集
約
・
分
析
・
課
題
解
決

の
組
織
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
事
業
の
詳

細
が
分
か
っ
て
く
れ
ば
、
議

会
や
町
民
の
方
々
に
も
知
ら

せ
、
意
見
も
聞
き
な
が
ら
具

体
的
取
り
組
み
を
進
め
る
。

＊
こ
の
他
、
総
合
体
育
館
、

（
仮
称
）
光
の
森
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
１
ha
の
残
地
の

活
用
、
町
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
等
の
質
問
を
実

施
し
た
。

小
林
　
十
月
か
ら
保
育
料
が

無
償
に
な
る
が
、
昼
食
な
ど

の
副
食
費
は
、
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
無
償
化

に
よ
り
、
町
が
今
ま
で
保
育

料
に
補
助
を
し
て
い
た
財
源

が
減
る
と
思
う
が
、
幾
ら
に

な
る
の
か
。

年
間
　
７
百
万
円

子
育
て
支
援
課
長
　
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め

に
町
が
負
担
し
た
額
と
、
無

償
化
に
よ
る
町
負
担
額
の
差

額
は
、
年
間
七
百
万
円
で
あ

る
。

県
内
で
も
実
施
し
て
い
る

副
食
費
の
補
助
を

小
林
　
給
食
の
副
食
費
へ
町

の
補
助
が
で
き
な
い
か
。
県

内
で
も
、
宇
城
市
や
芦
北
町

な
ど
補
助
を
始
め
て
い
る
。

補
助
は
考
え
て
い
な
い

子
育
て
支
援
課
長
　
国
は
、

副
食
費
に
つ
い
て
は
、
無
償

化
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
町
負
担
は
考

え
て
い
な
い
。

保
育
士
の
負
担
が
増
大
す
る

小
林
　
国
が
、
副
食
費
を
実

費
徴
収
に
し
た
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。
ま
た
、
副
食
費
の

滞
納
が
保
育
所
の
運
営
を
直

撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
立

の
場
合
徴
収
に
よ
り
保
育
士

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な

る
。
町
長
の
見
解
は
。

無
償
化
よ
り

待
機
児
童
の
解
消
を
急
ぐ

町
長
　
保
育
料
の
保
護
者
負

担
が
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

町
が
一
番
と
り
く
ま
な
い
と

い
け
な
い
の
は
、
待
機
児
童

の
解
消
で
あ
る
。

待
機
児
童
の
解
消
と
と
も
に

副
食
費
の
無
償
化
も

小
林

　待
機
児
童
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
も
求

め
て
き
た
が
、
副
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

提
案
し
て
い
き
た
い
。

体
育
館
に
空
調
の
設
置
を

小
林

　現
在
の
猛
暑
の
中
で
、

小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
空

調
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
体
育
館
は
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
も
使
用
す

る
の
で
是
非
と
も
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

空
調
設
置
は
必
要

施
設
整
備
課
長

　本
町
で
は
、

平
成
二
六
年
度
ま
で
に
す
べ

て
の
普
通
教
室
及
び
特
別
教

室
に
空
調
設
備
を
整
備
し
て

い
る
。
体
育
館
に
空
調
設
備

の
整
備
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
現
在
菊
陽
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
設
計
業
務

を
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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ゾーン 30 カラーベルト

通
学
路
交
通
安
全

　
　
　
　

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
と
は

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
関
係
機
関
が
連
携
協
力
し

合
同
点
検
、改
善
、充
実
を
お
こ
な
う

答

光
の
森
駅
と
立
体
駐
車
場
を
結
ぶ

　
　
　
　自
由
通
路
建
設
に
つ
い
て

廣瀨 英二 議員

大
事
な
事
業
と
し
て
早
期
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
む

答

中岡 敏博 議員

本
年
度
の
合
同
点
検
は

教
育
部
長
　
通
学
路
の
新
た

な
危
険
箇
所
に
対
し
て
７
月

８
〜

１０
の
３
日
間
で
関
係
者

と
２７
か
所
の
一
斉
合
同
点
検

を
実
施
し
た
。

中
岡
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

で
い
う
危
険
箇
所
の
抽
出
の

ソ
ー
ス
、
情
報
元
の
根
拠
は
。

教
育
部
長
　
保
護
者
か
ら
や

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
聞
き

取
り
、
学
校
か
ら
で
あ
る
。

中
岡
　
専
門
性
に
欠
け
る
。

横
断
歩
道
の
代
わ
り
に
道
路
を

緑
に
塗
装
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

総
務
課
長

　歩
行
者
横
断
指

導
線
で
あ
る
。
通
安
全
対
策

中
岡
　
そ
の
通
り
で
あ
り
、

横
断
歩
道
の
代
わ
り
に
白
の

平
行
線
で
あ
る
が
正
し
い
。

で
は
、
ス
ク
ー
ル
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
青
パ
ト
）
に
声
を
か

け
た
の
か
。

教
育
部
長
　
今
回
は
話
を
し

て
い
な
い
。
今
後
改
善
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
く
。

中
岡
　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
、

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
。

交
通
安
全
対
策
で
推
進
し
て

い
る
取
組
と
は

中
岡
　
カ
ラ
ー
ベ
ル
ト
事
業
、

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
関
東
を

中
心
に
本
町
と
類
似
地
区
を

調
査
研
究
し
提
言
し
て
き
た

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長
　
歩
道
が
な
い
道

路
、
通
学
路
等
で
必
要
な
所

に
設
置
す
る
。
緑
色
を
基
本

に
整
備
を
し
て
い
る
。
ゾ
ー

ン
30
は
、
内
閣
府
の
交
通
安

全
白
書
で
効
果
を
確
認
し
た
。

今
後
、
他
の
自
治
体
を
参
考

に
研
究
し
て
い
く
。

門
の
管
理
と
不
審
者
侵
入
時

対
応
訓
練
は

中
岡
　
過
去
の
一
般
質
問
で

の
答
弁
と
違
い
、
現
場
意
識

の
格
差
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
登
下
校
時
以
外

は
閉
鎖
し
管
理
し
て
い
る
。

訓
練
は
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。

中
岡
　
正
常
性
バ
イ
ア
ス
に

陥
っ
て
い
な
い
の
か
。

教
育
長
　
関
係
者
に
と
っ
て

衝
撃
的
な
事
件
が
相
次
い
だ
。

今
後
、
見
直
し
点
検
や
訓
練

を
実
施
す
る
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
は

教
育
長

　将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
関
心
を
持
ち
、
主

権
者
と
し
て
、
教
育
的
に
も

有
意
義
と
考
え
開
催
に
向
け

学
校
と
協
議
し
取
り
組
む
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○
飲
酒
運
転
撲
滅
、
あ
お
り

運
転
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

○
高
齢
者
に
関
す
る
事
故
に

対
し
て
の
考
え
、
取
組
は
。 

自
由
通
路
建
設
に
つ
い
て

廣
瀨
　
光
の
森
駅
で
三
日
間
、

調
査
を
し
た
が
朝
通
勤
通
学

時
間
帯
の
七
時
〜
八
時
の
横

断
歩
道
の
利
用
者
は
約
五
〇

〇
人
、
横
断
歩
道
を
横
切
る

車
は
約
四
〇
〇
台
で
歩
行
者

と
車
の
交
錯
で
、
ひ
ど
い
混

雑
で
あ
り
、
周
辺
道
路
の
渋

滞
を
招
い
て
い
る
。
歩
行
者

の
安
全
と
駅
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
そ
し
て
渋
滞
緩
和

の
面
か
ら
も
早
期
の
実
現
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
光
の
森
駅
周
辺
の
安

全
な
通
行
や
駅
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
及
び
交
通
渋
滞

の
緩
和
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
「
活
力
に
あ
ふ

れ
」
「
に
ぎ
わ
う
町
づ
く

り
」
の
大
き
な
事
業
と
し
て

早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
駅
設
置
に
つ
い
て

廣
瀨
　
新
駅
予
定
地
の
図
書

館
付
近
は
、
周
辺
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
図
書
館
、

さ
ん
ふ
れ
あ
等
、
南
側
に
は

商
業
施
設
、
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
が
集
積
、
周
辺
の
開
発
も

進
ん
で
い
る
。
総
合
体
育
館

建
設
も
具
体
化
す
る
中
、
条

件
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
道
路

整
備
に
時
間
を
要
す
る
状
況

で
、
道
路
渋
滞
、
高
齢
化
対

策
と
し
て
早
期
の
新
駅
設
置

は
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
経

緯
は
あ
る
が
、
今
の
時
点
で

は
杉
並
木
陸
橋
も
歩
道
も
あ

る
の
で
協
議
の
中
に
入
れ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
条
件
が

整
っ
て
き
た
の
で
、
三
里
木

駅
か
ら
空
港
へ
の
鉄
道
の
延

伸
、
そ
う
い
う
中
で
、
駅
が

出
来
れ
ば
、
豊
肥
本
線
は
単

線
な
の
で
離
合
駅
と
し
て
使

え
ば
便
数
も
増
え
る
と
の
思

い
も
あ
る
。
今
後
こ
れ
に
つ

い
て
も
協
議
を
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鉄
砲
小
路
踏
切
の
拡
張
に

つ
い
て

廣
瀨
　
三
日
間
の
調
査
で
は
、

朝
の
七
時
〜
八
時
の
踏
切
横

断
の
車
は
約
三
〇
〇
台
、
自

転
車
及
び
歩
行
者
は
約
七
〇

名
、
そ
れ
と
、
踏
切
降
下
が

五
分
に
一
回
は
閉
ま
る
状
況

で
あ
る
。
幅
員
が
せ
ま
い
た

め
、
危
険
な
踏
切
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
旧
五
七
号
線

の
車
の
交
通
量
（
県
警
調

査
）
で
上
り
四
二
九
台
、
下

り
六
八
四
台
で
踏
切
の
右
折
、

左
折
の
車
で
渋
滞
す
る
。
歩

行
者
の
安
全
と
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
踏
切
拡
張
が
必
要
。

地
域
か
ら
の
要
望
書
提
出
か

ら
丸
三
年
経
過
、
早
急
な
改

善
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長
　
先
月
Ｊ
Ｒ
と
二

回
目
の
協
議
を
行
っ
た
。
当

該
踏
切
を
拡
幅
し
、
東
側
に

歩
道
を
整
備
し
、
歩
行
者
の

安
全
性
を
考
え
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
や
関
係
機
関
と
の
協
議
の

進
捗
具
合
に
も
よ
る
が
、
一

日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
（
北
新
山
区
）

廣
瀨
　
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
工
事
は
い
つ
か
ら
始

め
る
の
か
。

総
務
課
長

　北
公
園
で
進
め

て
い
る
。
年
度
内
に
は
工
事

を
終
了
し
た
い
。

菊陽空港線馬場踏切付近

Ｊ
Ｒ
三
里
木
駅
分
岐
・
菊
陽
空
港
線
延
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

の
新
情
報
は

独
立
行
政
法
人
に
調
査
委
託
・
予
備
設
計
を
開
始

答

保
育
所
・
副
食
費
へ
の

　
　
　
　
町
の
補
助
が
で
き
な
い
か

現
段
階
で
は
、
補
助
は
考
え
て
い
な
い

答

甲斐 榮治 議員

小林 久美子 議員

数
十
年
先
の
町
を
左
右
す
る

甲
斐
　
Ｊ
Ｒ
の
三
里
木
駅
分

岐
と
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
は

将
来
の
菊
陽
町
の
発
展
を
左

右
す
る
事
業
と
思
う
が
、
執

行
部
の
位
置
づ
け
は
。

総
合
政
策
課
長
　
前
者
は
、

拡
大
す
る
人
の
流
れ
と
経
済

効
果
を
と
り
こ
み
、
地
域
を

活
性
化
す
る
事
業
で
あ
る
。

建
設
課
長
　
後
者
は
、
中
九

州
高
規
格
道
路
に
繋
が
り
、

産
業
を
支
え
る
物
流
の
最
重

要
路
線
で
あ
る
。

甲
斐
　
空
港
の
周
辺
自
治
体

の
み
な
ら
ず
、
県
・
国
・
東

ア
ジ
ア
を
も
見
渡
す
視
点
が

必
要
で
あ
る
。

　
県
か
ら
新
た
な
情
報
を
得

た
か
。
県
と
の
意
思
疎
通
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
あ
る
か
。

総
合
政
策
課
長

　県
は
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
に
調
査

を
委
託
し
た
。
県
、
同
機
構
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
る
協
議
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
町
総
合
政
策
課
と
県
の
空

港
ア
ク
セ
ス
整
備
推
進
室
と

は
定
期
的
に
連
絡
を
と
り

あ
っ
て
い
る
。

建
設
課
長
　
菊
陽
空
港
線
延

伸
事
業
の
県
施
工
区
間
に
つ

い
て
は
予
備
設
計
業
務
を
発

注
し
た
。
町
も
予
備
設
計
に

入
る
。
相
互
に
連
絡
を
と
り

つ
つ
、
早
期
着
工
を
め
ざ
す
。

町
長
　
現
段
階
で
は
所
管
部

署
が
分
か
れ
て
い
る
し
、
県
の

方
針
も
明
ら
か
で
な
い
。
時
機

が
来
れ
ば
動
く
が
、
待
つ
べ
き

時
に
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

甲
斐
　
周
辺
自
治
体
の
動
き

は
ど
う
か
。

町
長
　
菊
陽
町
・
益
城
町
・

西
原
村
・
大
津
町
で
は
、
協

議
会
的
な
連
携
組
織
を
作
っ

て
取
り
組
む
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。

横
断
的
組
織
が
必
要
で
は

甲
斐
　
情
勢
が
進
め
ば
、
情

報
集
約
・
分
析
・
課
題
解
決

の
組
織
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
事
業
の
詳

細
が
分
か
っ
て
く
れ
ば
、
議

会
や
町
民
の
方
々
に
も
知
ら

せ
、
意
見
も
聞
き
な
が
ら
具

体
的
取
り
組
み
を
進
め
る
。

＊
こ
の
他
、
総
合
体
育
館
、

（
仮
称
）
光
の
森
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
１
ha
の
残
地
の

活
用
、
町
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
等
の
質
問
を
実

施
し
た
。

小
林
　
十
月
か
ら
保
育
料
が

無
償
に
な
る
が
、
昼
食
な
ど

の
副
食
費
は
、
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
無
償
化

に
よ
り
、
町
が
今
ま
で
保
育

料
に
補
助
を
し
て
い
た
財
源

が
減
る
と
思
う
が
、
幾
ら
に

な
る
の
か
。

年
間
　
７
百
万
円

子
育
て
支
援
課
長
　
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め

に
町
が
負
担
し
た
額
と
、
無

償
化
に
よ
る
町
負
担
額
の
差

額
は
、
年
間
七
百
万
円
で
あ

る
。

県
内
で
も
実
施
し
て
い
る

副
食
費
の
補
助
を

小
林
　
給
食
の
副
食
費
へ
町

の
補
助
が
で
き
な
い
か
。
県

内
で
も
、
宇
城
市
や
芦
北
町

な
ど
補
助
を
始
め
て
い
る
。

補
助
は
考
え
て
い
な
い

子
育
て
支
援
課
長
　
国
は
、

副
食
費
に
つ
い
て
は
、
無
償

化
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
町
負
担
は
考

え
て
い
な
い
。

保
育
士
の
負
担
が
増
大
す
る

小
林
　
国
が
、
副
食
費
を
実

費
徴
収
に
し
た
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。
ま
た
、
副
食
費
の

滞
納
が
保
育
所
の
運
営
を
直

撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
立

の
場
合
徴
収
に
よ
り
保
育
士

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な

る
。
町
長
の
見
解
は
。

無
償
化
よ
り

待
機
児
童
の
解
消
を
急
ぐ

町
長
　
保
育
料
の
保
護
者
負

担
が
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

町
が
一
番
と
り
く
ま
な
い
と

い
け
な
い
の
は
、
待
機
児
童

の
解
消
で
あ
る
。

待
機
児
童
の
解
消
と
と
も
に

副
食
費
の
無
償
化
も

小
林

　待
機
児
童
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
も
求

め
て
き
た
が
、
副
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

提
案
し
て
い
き
た
い
。

体
育
館
に
空
調
の
設
置
を

小
林

　現
在
の
猛
暑
の
中
で
、

小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
空

調
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
体
育
館
は
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
も
使
用
す

る
の
で
是
非
と
も
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

空
調
設
置
は
必
要

施
設
整
備
課
長

　本
町
で
は
、

平
成
二
六
年
度
ま
で
に
す
べ

て
の
普
通
教
室
及
び
特
別
教

室
に
空
調
設
備
を
整
備
し
て

い
る
。
体
育
館
に
空
調
設
備

の
整
備
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
現
在
菊
陽
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
設
計
業
務

を
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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平成31年4月1日 令和元年9月１日
０歳児 １人 ３人
１歳児 12人 ７人
２歳児 ８人 ８人
３歳児 ６人 ３人
4歳児 ２人 １人
５歳児 １人 0
計 33人 22人

陽性率
18.4％

会員数推移

年・月 人数
H30.3 662
H30.8 1,062
H31.3 1,375
R　1.7 1,673

内
訳
男性 610
女性 1,063

4月からの保育園待機児童数
菊
陽
町
図
書
館
北
東
の

　
　
　
　
　
　

   

道
路
の
延
伸
計
画
は

現
在
、菊
陽
空
港
線
延
伸
事
業
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
進
捗
を
み
な
が
ら
、検
討
す
る
。

答

消
防
団
車
両
へ
の

 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
を
提
案

消
防
団
と
協
議
を
し
て
進
め
る

答

佐々木理美子 議員

西本 友春 議員

佐
々
木
　
10
月
か
ら
幼
児
教

育
、
保
育
の
無
償
化
の
告
知

は
広
報
き
く
よ
う
の
掲
載
だ

け
で
な
く
、
チ
ラ
シ
等
の
方

法
は
無
い
の
か
。

福
祉
生
活
部
長
　
住
民
へ
の

周
知
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
き
く

よ
う
９
月
号
で
は
制
度
の
内

容
を
掲
載
し
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
の
予
定
が
あ
る
。

佐
々
木
　
幼
児
教
育
、
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
る
と
、
保

育
士
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

何
ら
か
の
対
策
は
な
い
の
か
。

町
長
　
保
育
士
の
確
保
は
非

常
に
大
事
な
事
で
あ
る
。
し

か
し
、
自
治
体
間
の
獲
得
競

争
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
な

事
は
、
慎
重
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
面

も
踏
ま
え
て
、
十
分
協
議
し

て
い
く
。

佐
々
木

　運
転
免
許
返
納
者

へ
の
補
助
（
手
数
料
１
１
０

０
円
、
タ
ク
シ
ー
券
３
万
円

分
）
の
交
付
は
い
つ
か
ら
か
。

総
務
部
長
　
こ
の
支
援
事
業

の
施
行
日
を
本
年
10
月
１
日

か
ら
と
し
、
広
報
き
く
よ
う

10
月
号
に
掲
載
す
る
。

佐
々
木
　
今
ま
で
も
運
転
免

許
を
返
納
さ
れ
た
方
も
い
る
。

ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
補

助
す
る
の
か
。

総
務
部
長
　
本
年
度
の
事
業

な
の
で
、
本
年
４
月
１
日
以

降
に
返
納
さ
れ
た
方
が
対
象

で
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

佐
々
木
　
原
水
駅
東
側
の
踏

切
の
拡
張
工
事
の
計
画
の
方

向
性
は
。

土
木
部
長
　
町
で
通
学
児
童

を
含
む
歩
行
者
の
安
心
を
図

る
た
め
に
、
歩
道
を
整
備
し

歩
行
者
と
車
道
を
分
離
す
る

計
画
で
あ
る
。
今
後
Ｊ
Ｒ
及

び
警
察
な
ど
、
関
係
機
関
と

協
議
を
す
す
め
る
。

佐
々
木
　
原
水
駅
西
側
の
踏

切
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
る
の
か

土
木
部
長

今
後
、
県
が
予
備
設
計
事
業

の
中
で
Ｊ
Ｒ
と
進
め
て
い
く
。

町
と
し
て
は
地
元
か
ら
の
意

向
を
踏
ま
え
踏
切
改
良
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

き
く
よ
う
健
康
倶
楽
部

西
本
　
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
以

外
の
協
賛
店
で
ポ
イ
ン
ト
利

用
可
能
の
検
討
結
果
は
。

農
政
課
長
　
来
年
４
月
か
ら

の
商
品
券
利
用
を
目
指
し
、

協
賛
店
全
て
で
実
施
で
き
る

よ
う
、
関
係
課
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。

自
転
車
保
険
加
入
促
進

西
本
　
中
学
生
が
補
償
対
象

と
な
る
保
険
加
入
に
係
る
助

成
を
提
案
す
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

総
務
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
保

険
料
や
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
取
得
に

対
す
る
補
助
は
検
討
し
て
い

な
い
。
他
市
町
村
の
動
向
等

を
見
て
い
く
。

消
防
団
の
充
実
強
化

西
本
　
消
防
団
車
両
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
を

提
案
す
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

総
務
課
長
　
消
防
団
の
積
載

車
も
公
用
車
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
消
防
団

と
十
分
協
議
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

西
本

　消
防
団
の
情
報
収
集

活
動
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
必

要
性
を
提
案
す
る
が
ど
の
よ

う
の
考
え
て
い
る
の
か

総
務
課
長

　菊
池
広
域
連
合

消
防
本
部
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
も
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
あ

た
り
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、

消
防
団
と
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
く
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
へ
の
助
成

西
本

　検
査
の
実
施
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か健
康
・
保
険
課
長
　
８
月
30

日
時
点
で
の
申
込
者
数
が
92

名
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
検

査
実
績
の
38
名
中
７
名
が
陽

性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
本

　今
後
の
受
診
者
数
の

向
上
と
、
10
月
以
降
の
対
策
、

取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

健
康
・
保
険
課
長
　
町
民
へ

の
周
知
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
次
年
度
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
、
実
施
期
間
を
延

ば
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
、
医
療
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

え
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。農
村
起
業
家

は
日
本
20
ヶ
所
で
営
農
し
て

い
て
、
中
に
は
世
界
的
な
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
農
家
と
し
て
成
功

者
も
輩
出
し
て
い
る
。

３
．所
見

　
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

栽
培
し
た
米
10
㎏
を
７
，
０

０
０
円
で
販
売
。正
規
の
木

材
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
木

材
を
、「
薪
割
り
体
験
で
き

る
」
薪
ス
ト
ー
ブ
用
と
し
て

販
売
。こ
れ
は
原
価
率
７
％

（
粗
利
93
％
）と
信
じ
ら
れ
な

い
数
字
。古
民
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
、
一
泊
５
万

円
の
「
農
家
体
験
宿
泊
可
能

な
家
」
と
し
て
70
％
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
る
な
ど
、
な

か
な
か
刺
激
的
な
事
例
が
続

い
た
。

　
本
町
で
の
可
能
性
だ
が
、

先
の
S
D
G
s
と
い
う
指
摘

と
受
け
止
め
、
周
り
に
あ
る

資
源
を
活
か
す
べ
く
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
感

じ
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

【
講
演
内
容
】

１
．時
代
変
化
と
共
に
議
会

も
変
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
議
員
の
資
質
向
上

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
れ
を
支
え
る
議
会
事

務
局
の
質
的
な
充
実
も

必
要
だ
。そ
の
た
め
「
議

会
と
事
務
局
に
対
す
る

条
例
」
策
定
等
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

２
．首
長
も
議
員
も
同
じ
地

域
選
出
の
立
場
で
は
あ

る
が
、
議
会
の
権
限
は

首
長
よ
り
も
ず
っ
と
重

く
そ
れ
を
踏
ま
え
た
議

員
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
反
映

し
た
議
員
の
議
会
活
動

の
在
り
方
が
住
民
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

３
．具
体
的
に
は
住
民
に「
開

か
れ
た
議
会
」
に
す
る

た
め
の
方
策
事
例
。

①
議
場
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
多
目
的
利
用

（
移
動
式
で
子
供
の
学
習

の
場
に
提
供
）
兵
庫
県
太

子
町
議
会

②
長
崎
県
議
会
の
議
会
政
策

サ
ポ
ー
ト
制
度

③
東
京
都
町
田
市
議
会
の
請

願
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
所
感
：
菊
陽
町
議
会
を
構
成

す
る
議
員
・
事
務
局
に
と
り

考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
内
容

で
あ
っ
た

（
布
田
悟
議
員
）

１
．現
状

　
熊
本
経
済
の
多
く
を
担
っ

た
の
は
、
建
設
業
と
資
材
販

売
の
ほ
か
、
電
子
部
品
が
続

い
た
の
み
で
、
そ
の
他
の
ほ

と
ん
ど
の
産
業
は
停
滞
し
て

い
る
。

　
阪
神
淡
路
、
東
日
本
各
地

震
地
で
の
経
済
の
流
れ
は
、

復
興
期
を
過
ぎ
た
後
、
減
少

し
て
い
る
た
め
、
熊
本
経
済

は
今
後
減
速
の
可
能
性
が
あ

る
。

　
一
方
、
幅
広
い
分
野
で
人

手
不
足
で
あ
る
が
、
雇
用
者

数
の
多
く
は
非
正
規
が
占
め

て
い
る
。中
で
も
、
小
売
業
・

宿
泊
飲
食
業
も
非
正
規
率
は
、

70
％
余
と
高
い
た
め
、
マ
ク

ロ
的
に
は
賃
金
は
増
加
し
て

お
ら
ず
、
ほ
ぼ
横
ば
い
が
続

い
て
い
る
。

　
県
内
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
消
費
増
税
と
地
震
の

影
響
か
ら
、
支
出
意
欲
は
下

が
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
２
０

１
９
年
の
消
費
増
税
に
よ
る

買
い
物
へ
の
影
響
に
、「
影
響

あ
り
」と
答
え
て
い
る
。

２
．処
方
箋

　
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）を
導
入
し
て
、現

在
足
元
に
あ
っ
て
注
目
さ
れ

て
い
な
い
資
源
を
発
掘
し
、

無
駄
を
省
き
な
が
ら
、
代
替

利
用
で
き
る
物
は
積
極
的
に

利
用
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。

３
．所
見

　
熊
本
経
済
の
現
状
は
、
日

本
の
現
状
に
そ
の
ま
ま
つ
な

が
っ
て
い
る
。景
気
が
拡
大

し
て
い
る
の
は
一
部
の
大
企

業
で
、
雇
用
も
非
正
規
が
多

く
を
占
め
て
い
る
の
は
、
肌

で
感
じ
て
き
た
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。「
経
済
は
人
口
に
比

例
す
る
」
こ
と
は
述
べ
る
ま

で
も
な
い
こ
と
で
、
い
か
に

人
口
流
出
を
避
け
、
地
元
資

源
を
活
か
し
切
る
工
夫
が
、

地
方
経
済
の
今
後
を
左
右
す

る
こ
と
に
な
る
。と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
本
町
は
近
隣
自
治
体
か
ら

の
購
買
客
を
迎
え
て
い
る
の

で
、
本
町
を
取
り
巻
く
広
い

他
の
自
治
体
と
共
同
し
て
、

S
D
G
s
を
発
掘
す
る
必
要

が
あ
る
と
理
解
し
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

議
会
研
修
報
告

日
付 

令
和
元
年
７
月
８
日

場
所 

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
２
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

演
題 

議
会
改
革
・
活
性
化
へ
の
取
組

常
任
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
長
・
正
副
議
長

日
付 

令
和
元
年
８
月
２
日

場
所 

大
津
町
オ
ー
ク
ス
２
階
会
議
室

講
師 

公
益
財
団
法
人
地
方
経
済
総
合
研
究
所

演
題 

熊
本
地
震
と
地
域
経
済

菊
池
地
域
市
町
議
会
議
員

日
付 

令
和
元
年
８
月
５
日

場
所 

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
２
階
会
議
室

講
師 

曽
根
原 

久
司 

N
P
O
法
人
え
が
お
ひ
ろ
げ
て
代
表
理
事

演
題 

熊
本
の
田
舎
は
宝
の
山

町
村
議
会
正
副
議
長

１
．講
師
の
主
張

　
農
山
魚
村
資
産
を
都
市
の

ニ
ー
ズ
と
結
べ
ば
、
１
５
０

０
億
円
産
業
と
１
５
，
０
０

０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

２
．講
師
の
実
績

・
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
を

「
農
村
観
光
ツ
ア
ー
」
と

し
て
「
開
墾
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
て
再
生
に

成
功
。

・
企
業
と
連
携
し
、
社
員
の

農
作
業
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
米
で
、
日
本
酒
「
丸
の

内
」
を
作
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
多
く

の
農
地
が
再
生
さ
れ
、
田
舎

に
は
昔
懐
か
し
い
棚
田
が

蘇
っ
た
。そ
の
作
業
に
参
加

し
た
多
く
は
一
般
の
、
企
業

と
の
連
携
で
参
加
し
て
き
た

若
人
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は

そ
の
活
動
を
通
し
て
食
と
農

業
の
意
義
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
。講
師
自
身

が
農
作
業
を
し
て
い
る
間
は
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
け
る
と

判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
企
業
は
日
本
を
代
表
す
る

大
企
業
の
一
つ
で
あ
り
、
造

ら
れ
た
日
本
酒
は
直
ぐ
完
売

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
と

い
う
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
農
村
起
業
家
育
成
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
、現
在
８
カ
所
。

卒
業
生
は
１
０
０
０
名
を
超
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平成31年4月1日 令和元年9月１日
０歳児 １人 ３人
１歳児 12人 ７人
２歳児 ８人 ８人
３歳児 ６人 ３人
4歳児 ２人 １人
５歳児 １人 0
計 33人 22人

陽性率
18.4％

会員数推移

年・月 人数
H30.3 662
H30.8 1,062
H31.3 1,375
R　1.7 1,673

内
訳
男性 610
女性 1,063

4月からの保育園待機児童数
菊
陽
町
図
書
館
北
東
の

　
　
　
　
　
　

   

道
路
の
延
伸
計
画
は

現
在
、菊
陽
空
港
線
延
伸
事
業
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
進
捗
を
み
な
が
ら
、検
討
す
る
。

答

消
防
団
車
両
へ
の

 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
を
提
案

消
防
団
と
協
議
を
し
て
進
め
る

答

佐々木理美子 議員

西本 友春 議員

佐
々
木
　
10
月
か
ら
幼
児
教

育
、
保
育
の
無
償
化
の
告
知

は
広
報
き
く
よ
う
の
掲
載
だ

け
で
な
く
、
チ
ラ
シ
等
の
方

法
は
無
い
の
か
。

福
祉
生
活
部
長
　
住
民
へ
の

周
知
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
き
く

よ
う
９
月
号
で
は
制
度
の
内

容
を
掲
載
し
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
の
予
定
が
あ
る
。

佐
々
木
　
幼
児
教
育
、
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
る
と
、
保

育
士
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

何
ら
か
の
対
策
は
な
い
の
か
。

町
長
　
保
育
士
の
確
保
は
非

常
に
大
事
な
事
で
あ
る
。
し

か
し
、
自
治
体
間
の
獲
得
競

争
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
な

事
は
、
慎
重
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
面

も
踏
ま
え
て
、
十
分
協
議
し

て
い
く
。

佐
々
木

　運
転
免
許
返
納
者

へ
の
補
助
（
手
数
料
１
１
０

０
円
、
タ
ク
シ
ー
券
３
万
円

分
）
の
交
付
は
い
つ
か
ら
か
。

総
務
部
長
　
こ
の
支
援
事
業

の
施
行
日
を
本
年
10
月
１
日

か
ら
と
し
、
広
報
き
く
よ
う

10
月
号
に
掲
載
す
る
。

佐
々
木
　
今
ま
で
も
運
転
免

許
を
返
納
さ
れ
た
方
も
い
る
。

ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
補

助
す
る
の
か
。

総
務
部
長
　
本
年
度
の
事
業

な
の
で
、
本
年
４
月
１
日
以

降
に
返
納
さ
れ
た
方
が
対
象

で
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

佐
々
木
　
原
水
駅
東
側
の
踏

切
の
拡
張
工
事
の
計
画
の
方

向
性
は
。

土
木
部
長
　
町
で
通
学
児
童

を
含
む
歩
行
者
の
安
心
を
図

る
た
め
に
、
歩
道
を
整
備
し

歩
行
者
と
車
道
を
分
離
す
る

計
画
で
あ
る
。
今
後
Ｊ
Ｒ
及

び
警
察
な
ど
、
関
係
機
関
と

協
議
を
す
す
め
る
。

佐
々
木
　
原
水
駅
西
側
の
踏

切
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
る
の
か

土
木
部
長

今
後
、
県
が
予
備
設
計
事
業

の
中
で
Ｊ
Ｒ
と
進
め
て
い
く
。

町
と
し
て
は
地
元
か
ら
の
意

向
を
踏
ま
え
踏
切
改
良
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

き
く
よ
う
健
康
倶
楽
部

西
本
　
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
以

外
の
協
賛
店
で
ポ
イ
ン
ト
利

用
可
能
の
検
討
結
果
は
。

農
政
課
長
　
来
年
４
月
か
ら

の
商
品
券
利
用
を
目
指
し
、

協
賛
店
全
て
で
実
施
で
き
る

よ
う
、
関
係
課
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。

自
転
車
保
険
加
入
促
進

西
本
　
中
学
生
が
補
償
対
象

と
な
る
保
険
加
入
に
係
る
助

成
を
提
案
す
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

総
務
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
保

険
料
や
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
取
得
に

対
す
る
補
助
は
検
討
し
て
い

な
い
。
他
市
町
村
の
動
向
等

を
見
て
い
く
。

消
防
団
の
充
実
強
化

西
本
　
消
防
団
車
両
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
を

提
案
す
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

総
務
課
長
　
消
防
団
の
積
載

車
も
公
用
車
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
消
防
団

と
十
分
協
議
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

西
本

　消
防
団
の
情
報
収
集

活
動
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
必

要
性
を
提
案
す
る
が
ど
の
よ

う
の
考
え
て
い
る
の
か

総
務
課
長

　菊
池
広
域
連
合

消
防
本
部
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
も
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
あ

た
り
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、

消
防
団
と
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
く
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
へ
の
助
成

西
本

　検
査
の
実
施
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か健
康
・
保
険
課
長
　
８
月
30

日
時
点
で
の
申
込
者
数
が
92

名
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
検

査
実
績
の
38
名
中
７
名
が
陽

性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
本

　今
後
の
受
診
者
数
の

向
上
と
、
10
月
以
降
の
対
策
、

取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

健
康
・
保
険
課
長
　
町
民
へ

の
周
知
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
次
年
度
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
、
実
施
期
間
を
延

ば
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
、
医
療
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

え
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。農
村
起
業
家

は
日
本
20
ヶ
所
で
営
農
し
て

い
て
、
中
に
は
世
界
的
な
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
農
家
と
し
て
成
功

者
も
輩
出
し
て
い
る
。

３
．所
見

　
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

栽
培
し
た
米
10
㎏
を
７
，
０

０
０
円
で
販
売
。正
規
の
木

材
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
木

材
を
、「
薪
割
り
体
験
で
き

る
」
薪
ス
ト
ー
ブ
用
と
し
て

販
売
。こ
れ
は
原
価
率
７
％

（
粗
利
93
％
）と
信
じ
ら
れ
な

い
数
字
。古
民
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
、
一
泊
５
万

円
の
「
農
家
体
験
宿
泊
可
能

な
家
」
と
し
て
70
％
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
る
な
ど
、
な

か
な
か
刺
激
的
な
事
例
が
続

い
た
。

　
本
町
で
の
可
能
性
だ
が
、

先
の
S
D
G
s
と
い
う
指
摘

と
受
け
止
め
、
周
り
に
あ
る

資
源
を
活
か
す
べ
く
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
感

じ
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

【
講
演
内
容
】

１
．時
代
変
化
と
共
に
議
会

も
変
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
議
員
の
資
質
向
上

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
れ
を
支
え
る
議
会
事

務
局
の
質
的
な
充
実
も

必
要
だ
。そ
の
た
め
「
議

会
と
事
務
局
に
対
す
る

条
例
」
策
定
等
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

２
．首
長
も
議
員
も
同
じ
地

域
選
出
の
立
場
で
は
あ

る
が
、
議
会
の
権
限
は

首
長
よ
り
も
ず
っ
と
重

く
そ
れ
を
踏
ま
え
た
議

員
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
反
映

し
た
議
員
の
議
会
活
動

の
在
り
方
が
住
民
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

３
．具
体
的
に
は
住
民
に「
開

か
れ
た
議
会
」
に
す
る

た
め
の
方
策
事
例
。

①
議
場
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
多
目
的
利
用

（
移
動
式
で
子
供
の
学
習

の
場
に
提
供
）
兵
庫
県
太

子
町
議
会

②
長
崎
県
議
会
の
議
会
政
策

サ
ポ
ー
ト
制
度

③
東
京
都
町
田
市
議
会
の
請

願
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
所
感
：
菊
陽
町
議
会
を
構
成

す
る
議
員
・
事
務
局
に
と
り

考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
内
容

で
あ
っ
た

（
布
田
悟
議
員
）

１
．現
状

　
熊
本
経
済
の
多
く
を
担
っ

た
の
は
、
建
設
業
と
資
材
販

売
の
ほ
か
、
電
子
部
品
が
続

い
た
の
み
で
、
そ
の
他
の
ほ

と
ん
ど
の
産
業
は
停
滞
し
て

い
る
。

　
阪
神
淡
路
、
東
日
本
各
地

震
地
で
の
経
済
の
流
れ
は
、

復
興
期
を
過
ぎ
た
後
、
減
少

し
て
い
る
た
め
、
熊
本
経
済

は
今
後
減
速
の
可
能
性
が
あ

る
。

　
一
方
、
幅
広
い
分
野
で
人

手
不
足
で
あ
る
が
、
雇
用
者

数
の
多
く
は
非
正
規
が
占
め

て
い
る
。中
で
も
、
小
売
業
・

宿
泊
飲
食
業
も
非
正
規
率
は
、

70
％
余
と
高
い
た
め
、
マ
ク

ロ
的
に
は
賃
金
は
増
加
し
て

お
ら
ず
、
ほ
ぼ
横
ば
い
が
続

い
て
い
る
。

　
県
内
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
消
費
増
税
と
地
震
の

影
響
か
ら
、
支
出
意
欲
は
下

が
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
２
０

１
９
年
の
消
費
増
税
に
よ
る

買
い
物
へ
の
影
響
に
、「
影
響

あ
り
」と
答
え
て
い
る
。

２
．処
方
箋

　
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）を
導
入
し
て
、現

在
足
元
に
あ
っ
て
注
目
さ
れ

て
い
な
い
資
源
を
発
掘
し
、

無
駄
を
省
き
な
が
ら
、
代
替

利
用
で
き
る
物
は
積
極
的
に

利
用
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。

３
．所
見

　
熊
本
経
済
の
現
状
は
、
日

本
の
現
状
に
そ
の
ま
ま
つ
な

が
っ
て
い
る
。景
気
が
拡
大

し
て
い
る
の
は
一
部
の
大
企

業
で
、
雇
用
も
非
正
規
が
多

く
を
占
め
て
い
る
の
は
、
肌

で
感
じ
て
き
た
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。「
経
済
は
人
口
に
比

例
す
る
」
こ
と
は
述
べ
る
ま

で
も
な
い
こ
と
で
、
い
か
に

人
口
流
出
を
避
け
、
地
元
資

源
を
活
か
し
切
る
工
夫
が
、

地
方
経
済
の
今
後
を
左
右
す

る
こ
と
に
な
る
。と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
本
町
は
近
隣
自
治
体
か
ら

の
購
買
客
を
迎
え
て
い
る
の

で
、
本
町
を
取
り
巻
く
広
い

他
の
自
治
体
と
共
同
し
て
、

S
D
G
s
を
発
掘
す
る
必
要

が
あ
る
と
理
解
し
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

議
会
研
修
報
告

日
付 

令
和
元
年
７
月
８
日

場
所 

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
２
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

演
題 

議
会
改
革
・
活
性
化
へ
の
取
組

常
任
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
長
・
正
副
議
長

日
付 

令
和
元
年
８
月
２
日

場
所 

大
津
町
オ
ー
ク
ス
２
階
会
議
室

講
師 

公
益
財
団
法
人
地
方
経
済
総
合
研
究
所

演
題 

熊
本
地
震
と
地
域
経
済

菊
池
地
域
市
町
議
会
議
員

日
付 

令
和
元
年
８
月
５
日

場
所 

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
２
階
会
議
室

講
師 

曽
根
原 

久
司 

N
P
O
法
人
え
が
お
ひ
ろ
げ
て
代
表
理
事

演
題 

熊
本
の
田
舎
は
宝
の
山

町
村
議
会
正
副
議
長

１
．講
師
の
主
張

　
農
山
魚
村
資
産
を
都
市
の

ニ
ー
ズ
と
結
べ
ば
、
１
５
０

０
億
円
産
業
と
１
５
，
０
０

０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

２
．講
師
の
実
績

・
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
を

「
農
村
観
光
ツ
ア
ー
」
と

し
て
「
開
墾
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
て
再
生
に

成
功
。

・
企
業
と
連
携
し
、
社
員
の

農
作
業
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
米
で
、
日
本
酒
「
丸
の

内
」
を
作
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
多
く

の
農
地
が
再
生
さ
れ
、
田
舎

に
は
昔
懐
か
し
い
棚
田
が

蘇
っ
た
。そ
の
作
業
に
参
加

し
た
多
く
は
一
般
の
、
企
業

と
の
連
携
で
参
加
し
て
き
た

若
人
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は

そ
の
活
動
を
通
し
て
食
と
農

業
の
意
義
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
。講
師
自
身

が
農
作
業
を
し
て
い
る
間
は
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
け
る
と

判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
企
業
は
日
本
を
代
表
す
る

大
企
業
の
一
つ
で
あ
り
、
造

ら
れ
た
日
本
酒
は
直
ぐ
完
売

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
と

い
う
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
農
村
起
業
家
育
成
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
、現
在
８
カ
所
。

卒
業
生
は
１
０
０
０
名
を
超
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菊
池
環
境
保
全
組
合

　
　新
工
場
建
設
現
場
を
視
察

【
長
洲
町
】長
洲
町
庁
舎

１
．導
入
経
緯

①
本
数
が
少
な
い
か
ら
乗
ら

な
い
・
乗
ら
な
い
か
ら
本

数
が
増
や
せ
な
い
。

②
バ
ス
は
買
い
物
や
病
院
等
日

常
行
く
所
に
停
ま
ら
な
い
。

③
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
。

２
．利
用
状
況

①
利
用
者
の
８
割
が
70
才
以

上
利
用
者
の
８
割
が
女
性

②
路
線
バ
ス
廃
止
時
の
利
用

者
年
間
８
千
人
が
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
導
入
後
、

現
在
年
間
２
万
５
百
人
と

な
っ
た

③
一
日
平
均
87
人
が
利
用

④
一
台
で
最
大
５
人
利
用

⑤
登
録
者
数
３
，
４
６
６
人

・
選
挙
は
一
つ
の
品
質
管
理

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を

行
う
作
業
で
あ
り
、
そ
れ

を
行
わ
な
い
事
は
品
質
管

理
が
な
さ
れ
な
い
事
に
な

る
。

・
有
権
者
は
関
心
が
無
く

な
っ
た
り
薄
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
た

め
に
議
会
が
変
わ
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

・
無
投
票
に
な
ら
な
い
よ
う

に
定
数
減
等
で
対
応
し
て

き
た
が
そ
れ
も
無
理
（
行

き
詰
ま
る
）
↓
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
。
し
か
し
、
住

民
所
得
と
の
格
差
が
あ
っ

て
は
住
民
か
ら
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。

・
年
４
回
の
定
例
方
式
は
昔

の
「
水
田
・
農
耕
」
対
応

の
定
例
会
で
、
今
で
は
農

業
関
係
者
以
外
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
対
応
不

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
↓

通
年
制
に
変
更
し
て
も
よ

い
（
毎
週
１
回
程
度
・
夜

議
会
）

○
議
会
の
役
割
は
何
か

１
．議
会
は
最
高
決
定
機
関

・
執
行
部
が
頼
ん
だ
の
で
通

し
た
の
で
は
い
け
な
い
。

議
会
は
最
後
の
決
定
機
関

で
あ
り
、
後
が
な
い

・
議
案
を
一
つ
一
つ
シ
ッ
カ

リ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
議
案
に
対
し
て
は
裏
ど
り

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
事
務
局
で
の
確
認
や

住
民
公
聴
会
・
有
識
者
な

ど
の
意
見
を
聞
く
事
も
大

事
な
裏
ど
り
と
な
る

２
．議
会
と
長
は「
車
の
両
輪
」

・
車
輪
の
間
に
は
距
離
が
あ

る
こ
れ
が
大
事
な
事
で
あ

る
。
一
輪
車
で
は
だ
め
で

す
。
自
転
車
の
両
輪
も

「
前
と
後
ろ
」
と
な
り
追

従
す
る
形
の
な
る
の
で
だ

め
で
す
。

・
与
党
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

提
案
さ
れ
た
も
の
を
よ
り

一
層
、
高
い
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

３
．真
に「
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
」と
は

・
日
本
は
住
民
に
背
を
向
け

た
議
会
で
あ
る
。
傍
聴
席

で
聞
く
だ
け
で
発
言
は
出

来
な
い
も
の
で
住
民
軽
視

と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
事
前
登
録
を
行
い
、

議
会
の
中
に
入
っ
て
発
言

さ
せ
る
。

・
審
議
す
る
議
案
を
住
民
の

人
に
聞
く
こ
と
が
大
事
　

↓
議
会
改
革
　
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」

○
地
域
の
重
大
事
案
と
議
会

１
．首
長
１
人
の
決
定
は
危

う
い

・
人
類
の
経
験
値
で
あ
る
。

沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
も

同
じ
、
又
、
横
浜
市
の
カ

ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致
も
同
じ

２
．地
方
自
治
法
96
条
２
項

を
活
用
し
て
議
会
で
責
任
を

持
つ
事
が
大
事

・
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、

条
例
で
普
通
地
方
公
共
団

体
に
関
す
る
事
件
（
法
定

受
託
事
務
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
き
議
会
の

議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
財
政
の
持
続
可
能
性
と
議
会

１
．予
算
の
吟
味
・
点
検

・
議
会
に
提
案
す
る
前
に
報

道
発
表
を
行
う
。
後
は
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ

い
・
地
方
交
付
税
を
当
て
に
し

て
い
る
と
、
国
が
破
た
ん

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
信

じ
な
い
方
が
良
い

２
．税
率
の
変
更
も

・
町
の
予
算
が
足
り
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
の
変
更

も
考
え
ら
れ
る

○
教
育
と
議
会

１
．教
育
委
員
会
の
現
状

・
学
校
の
給
食
費
の
回
収
は
現

在
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
先
生
が
袋
で
の
回
収

し
て
い
る
所
は
Ｎ
Ｇ

２
．教
育
委
員
会
（
教
育
長
・

教
育
委
員
）の
選
任

・
昭
和
20
年
頃
は
選
挙
を
お
こ

な
っ
て
い
た
が
現
在
は
承
認

の
形
と
な
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
議
会
が
し
っ

か
り
自
覚
し
て
吟
味
し
て

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
当
日
の
審
議
決
定
で
な
く
、

教
育
長
・
教
育
委
員
の
意

見
や
考
え
方
を
事
前
に
議

会
で
聞
い
て
判
断
。

○
地
方
創
生
と
議
会

１
．議
会
は
「
総
合
戦
略
」
を

点
検
し
た
か

・
現
在
は
決
定
事
項
で
な
く
、

首
長
・
行
政
の
一
方
的
な
考

え
方
で
あ
り
、
96
条
２
項
で

議
会
の
決
定
事
項
と
し
て
、

必
ず
通
す
必
要
が
あ
る
。

講師：片山善博氏

オペレーションルーム

オペレーションルーム

最終処分場埋立地工事現場風景

日
付 

令
和
元
年
10
月
２
日

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
閉
会
中
審
査
）
【
乗
合
タ
ク
シ
ー
】

○
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見
え

て
く
る
地
方
議
会
の
課
題

１
．
無
投
票
と
「
な
り
手
不

足
」
、
低
い
投
票
率

・
選
挙
は
民
主
主
義
を
支
え

る
大
事
な
物
で
あ
る
。
統

一
選
挙
で
無
投
票
が
増
え

て
き
て
い
る
。

・
選
挙
は
立
候
補
す
る
側
か

ら
言
う
と
１
期
の
評
価
に

対
す
る
期
待
感
が
あ
り
、

当
選
す
れ
ば
自
信
が
つ
く

２
．
ピ
ン
ト
外
れ
の
地
方
行

革
が
地
域
を
疲
弊
さ
せ
る

・
図
書
館
の
指
定
管
理
は
東
京

の
業
者
に
し
て
は
Ｎ
Ｇ
（
地

元
の
書
店
か
ら
の
購
入
が
無

く
な
り
書
店
を
潰
す
）

　
７
月
９
日
午
後
、
菊
池
環

境
保
全
組
合
で
施
設
の
視
察

が
実
施
さ
れ
た
。令
和
元
年

度
に
交
替
し
た
議
員（
４
人
）

が
対
象
で
、
菊
陽
町
議
会
か

ら
は
坂
本
秀
則
・
甲
斐
榮
治

の
二
人
の
議
員
が
参
加
し
た
。

　
議
員
ら
は
、
組
合
職
員
の

案
内
の
も
と
、
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
、
杉
水
埋
立
処
分
場
、

建
設
中
の
新
環
境
工
場
を
視

察
し
た
。

　
新
環
境
工
場
等
の
建
設
現

場（
合
志
市
）で
は
、
ゴ
ミ
処

理
施
設
、
最
終
処
分
場
埋
立

地
、
浸
出
水
処
理
施
設
等
の

建
設
工
事
が
着
々
と
進
め
ら

３
．利
用
者
の
声

①
一
人
で
の
外
出
が
増
え
た

②
車
内
で
の
仲
良
し
が
増
え
た

③
家
の
近
く
の
乗
降
は
嬉
し
い

④
気
持
ち
良
い
受
付
も
嬉
し
い

４
．住
民
の
意
見
を
大
事
に

①
１
０
０
ｍ
も
歩
き
き
ら
ん

②
利
用
す
る
の
は
俺
た
ち
ば
い

③
住
民
説
明
会
は
校
区
４
ヶ

所
を
４
回
と
37
ヶ
所
の
行

政
区
で
も
実
施

④
検
討
委
員
会
に
地
域
住
民

も
参
加
。

５
．所
感

①
シ
ス
テ
ム
検
討
に
住
民
の

声
を
大
切
に
し
、
活
か
し

た
運
用
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

②
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

③
運
用
後
も
利
用
者
の
声
を

聞
き
見
直
し
を
随
時
行
っ

て
い
る
事
は
見
習
う
べ
き
。

【
和
水
町
】和
水
町
庁
舎

１
．導
入
経
緯

①
町
内
の
各
校
区
か
ら
中
央
校

区
へ
の
移
動
路
線
が
無
い
。

②
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
。

③
地
域
内
の
お
出
か
け
先
拠
点

の
整
備
と
交
通
手
段
確
保
。

２
．利
用
状
況

①
路
線
バ
ス
の
廃
止
は
無
い
。

②
年
間
２
，
７
３
７
人
が
利

用
。

③
一
台
で
一
人
の
利
用
。

④
登
録
者
数
５
５
５
人
。

３
．住
民
の
意
見
を
大
事
に

①
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
３
，
８

８
２
世
帯
４
割
の
回
答
が

あ
っ
た
。

②
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
施
で
２
８
２
人
の
交
通

弱
者
を
把
握
。

③
交
通
弱
者
の
戸
別
訪
問
調
査

を
実
施
。

４
．所
感

①
シ
ス
テ
ム
検
討
に
住
民
の

声
を
大
切
に
し
、
活
か
し

た
運
用
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

②
路
線
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ

等
の
た
め
、
到
着
時
間
を

守
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

③
両
町
を
視
察
し
て
感
じ
た

の
は
、
町
の
実
情
と
特
徴

が
あ
り
違
っ
た
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
が
、
予
約

を
オ
ペ
レ
ー
タ
受
付
と
す

る
の
は
町
民
と
の
距
離
を

近
く
す
る
と
共
に
、
問
題

発
見
に
必
要
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。西

本
友
春
委
員
長

○「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
」と
は

１
．
そ
の
ね
ら
い
は
何
か

・
県
域
単
位
で
中
心
地
に
集

約
す
る
方
向
で
、
地
域
住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

や
ら
な
い
方
が
良
い
。

（
西
本
友
春
議
員
）

れ
て
い
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
は
全
て

の
施
設
が
稼
働
す
る
予
定
。

（
甲
斐
榮
治
議
員
）

え
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。農
村
起
業
家

は
日
本
20
ヶ
所
で
営
農
し
て

い
て
、
中
に
は
世
界
的
な
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
農
家
と
し
て
成
功

者
も
輩
出
し
て
い
る
。

３
．所
見

　
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

栽
培
し
た
米
10
㎏
を
７
，
０

０
０
円
で
販
売
。正
規
の
木

材
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
木

材
を
、「
薪
割
り
体
験
で
き

る
」
薪
ス
ト
ー
ブ
用
と
し
て

販
売
。こ
れ
は
原
価
率
７
％

（
粗
利
93
％
）と
信
じ
ら
れ
な

い
数
字
。古
民
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
、
一
泊
５
万

円
の
「
農
家
体
験
宿
泊
可
能

な
家
」
と
し
て
70
％
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
る
な
ど
、
な

か
な
か
刺
激
的
な
事
例
が
続

い
た
。

　
本
町
で
の
可
能
性
だ
が
、

先
の
S
D
G
s
と
い
う
指
摘

と
受
け
止
め
、
周
り
に
あ
る

資
源
を
活
か
す
べ
く
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
感

じ
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

・
選
挙
は
一
つ
の
品
質
管
理

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を

行
う
作
業
で
あ
り
、
そ
れ

を
行
わ
な
い
事
は
品
質
管

理
が
な
さ
れ
な
い
事
に
な

る
。

・
有
権
者
は
関
心
が
無
く

な
っ
た
り
薄
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
た

め
に
議
会
が
変
わ
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

・
無
投
票
に
な
ら
な
い
よ
う

に
定
数
減
等
で
対
応
し
て

き
た
が
そ
れ
も
無
理
（
行

き
詰
ま
る
）
↓
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
。
し
か
し
、
住

民
所
得
と
の
格
差
が
あ
っ

て
は
住
民
か
ら
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。

・
年
４
回
の
定
例
方
式
は
昔

の
「
水
田
・
農
耕
」
対
応

の
定
例
会
で
、
今
で
は
農

業
関
係
者
以
外
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
対
応
不

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
↓

通
年
制
に
変
更
し
て
も
よ

い
（
毎
週
１
回
程
度
・
夜

議
会
）

○
議
会
の
役
割
は
何
か

１
．議
会
は
最
高
決
定
機
関

・
執
行
部
が
頼
ん
だ
の
で
通

し
た
の
で
は
い
け
な
い
。

議
会
は
最
後
の
決
定
機
関

で
あ
り
、
後
が
な
い

・
議
案
を
一
つ
一
つ
シ
ッ
カ

リ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
議
案
に
対
し
て
は
裏
ど
り

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
事
務
局
で
の
確
認
や

住
民
公
聴
会
・
有
識
者
な

ど
の
意
見
を
聞
く
事
も
大

事
な
裏
ど
り
と
な
る

２
．議
会
と
長
は「
車
の
両
輪
」

・
車
輪
の
間
に
は
距
離
が
あ

る
こ
れ
が
大
事
な
事
で
あ

る
。
一
輪
車
で
は
だ
め
で

す
。
自
転
車
の
両
輪
も

「
前
と
後
ろ
」
と
な
り
追

従
す
る
形
の
な
る
の
で
だ

め
で
す
。

・
与
党
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

提
案
さ
れ
た
も
の
を
よ
り

一
層
、
高
い
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

３
．真
に「
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
」と
は

・
日
本
は
住
民
に
背
を
向
け

た
議
会
で
あ
る
。
傍
聴
席

で
聞
く
だ
け
で
発
言
は
出

来
な
い
も
の
で
住
民
軽
視

と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
事
前
登
録
を
行
い
、

議
会
の
中
に
入
っ
て
発
言

さ
せ
る
。

・
審
議
す
る
議
案
を
住
民
の

人
に
聞
く
こ
と
が
大
事
　

↓
議
会
改
革
　
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」

○
地
域
の
重
大
事
案
と
議
会

１
．首
長
１
人
の
決
定
は
危

う
い

・
人
類
の
経
験
値
で
あ
る
。

沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
も

同
じ
、
又
、
横
浜
市
の
カ

ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致
も
同
じ

２
．地
方
自
治
法
96
条
２
項

を
活
用
し
て
議
会
で
責
任
を

持
つ
事
が
大
事

・
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、

条
例
で
普
通
地
方
公
共
団

体
に
関
す
る
事
件
（
法
定

受
託
事
務
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
き
議
会
の

議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
財
政
の
持
続
可
能
性
と
議
会

１
．予
算
の
吟
味
・
点
検

・
議
会
に
提
案
す
る
前
に
報

道
発
表
を
行
う
。
後
は
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ

い
・
地
方
交
付
税
を
当
て
に
し

て
い
る
と
、
国
が
破
た
ん

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
信

じ
な
い
方
が
良
い

２
．税
率
の
変
更
も

・
町
の
予
算
が
足
り
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
の
変
更

も
考
え
ら
れ
る

○
教
育
と
議
会

１
．教
育
委
員
会
の
現
状

・
学
校
の
給
食
費
の
回
収
は
現

在
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
先
生
が
袋
で
の
回
収

し
て
い
る
所
は
Ｎ
Ｇ

２
．教
育
委
員
会
（
教
育
長
・

教
育
委
員
）の
選
任

・
昭
和
20
年
頃
は
選
挙
を
お
こ

な
っ
て
い
た
が
現
在
は
承
認

の
形
と
な
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
議
会
が
し
っ

か
り
自
覚
し
て
吟
味
し
て

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
当
日
の
審
議
決
定
で
な
く
、

教
育
長
・
教
育
委
員
の
意

見
や
考
え
方
を
事
前
に
議

会
で
聞
い
て
判
断
。

○
地
方
創
生
と
議
会

１
．議
会
は
「
総
合
戦
略
」
を

点
検
し
た
か

・
現
在
は
決
定
事
項
で
な
く
、

首
長
・
行
政
の
一
方
的
な
考

え
方
で
あ
り
、
96
条
２
項
で

議
会
の
決
定
事
項
と
し
て
、

必
ず
通
す
必
要
が
あ
る
。

日
付 

令
和
元
年
10
月
１
日

場
所 

嘉
島
町
民
会
館

講
師 

早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教
授

　
　 

元
総
務
大
臣
・
鳥
取
県
知
事
　
片
山 

善
博 

氏

演
題 

「
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ
り
方
・
議
員
へ
の
期
待
」

町
村
議
会
議
員

１
．講
師
の
主
張

　
農
山
魚
村
資
産
を
都
市
の

ニ
ー
ズ
と
結
べ
ば
、
１
５
０

０
億
円
産
業
と
１
５
，
０
０

０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

２
．講
師
の
実
績

・
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
を

「
農
村
観
光
ツ
ア
ー
」
と

し
て
「
開
墾
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
て
再
生
に

成
功
。

・
企
業
と
連
携
し
、
社
員
の

農
作
業
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
米
で
、
日
本
酒
「
丸
の

内
」
を
作
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
多
く

の
農
地
が
再
生
さ
れ
、
田
舎

に
は
昔
懐
か
し
い
棚
田
が

蘇
っ
た
。そ
の
作
業
に
参
加

し
た
多
く
は
一
般
の
、
企
業

と
の
連
携
で
参
加
し
て
き
た

若
人
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は

そ
の
活
動
を
通
し
て
食
と
農

業
の
意
義
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
。講
師
自
身

が
農
作
業
を
し
て
い
る
間
は
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
け
る
と

判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
企
業
は
日
本
を
代
表
す
る

大
企
業
の
一
つ
で
あ
り
、
造

ら
れ
た
日
本
酒
は
直
ぐ
完
売

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
と

い
う
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
農
村
起
業
家
育
成
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
、現
在
８
カ
所
。

卒
業
生
は
１
０
０
０
名
を
超

○
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見
え

て
く
る
地
方
議
会
の
課
題

１
．
無
投
票
と
「
な
り
手
不

足
」
、
低
い
投
票
率

・
選
挙
は
民
主
主
義
を
支
え

る
大
事
な
物
で
あ
る
。
統

一
選
挙
で
無
投
票
が
増
え

て
き
て
い
る
。

・
選
挙
は
立
候
補
す
る
側
か

ら
言
う
と
１
期
の
評
価
に

対
す
る
期
待
感
が
あ
り
、

当
選
す
れ
ば
自
信
が
つ
く

２
．
ピ
ン
ト
外
れ
の
地
方
行

革
が
地
域
を
疲
弊
さ
せ
る

・
図
書
館
の
指
定
管
理
は
東
京

の
業
者
に
し
て
は
Ｎ
Ｇ
（
地

元
の
書
店
か
ら
の
購
入
が
無

く
な
り
書
店
を
潰
す
）

○「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
」と
は

１
．
そ
の
ね
ら
い
は
何
か

・
県
域
単
位
で
中
心
地
に
集

約
す
る
方
向
で
、
地
域
住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

や
ら
な
い
方
が
良
い
。

（
西
本
友
春
議
員
）
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菊
池
環
境
保
全
組
合

　
　新
工
場
建
設
現
場
を
視
察

【
長
洲
町
】長
洲
町
庁
舎

１
．導
入
経
緯

①
本
数
が
少
な
い
か
ら
乗
ら

な
い
・
乗
ら
な
い
か
ら
本

数
が
増
や
せ
な
い
。

②
バ
ス
は
買
い
物
や
病
院
等
日

常
行
く
所
に
停
ま
ら
な
い
。

③
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
。

２
．利
用
状
況

①
利
用
者
の
８
割
が
70
才
以

上
利
用
者
の
８
割
が
女
性

②
路
線
バ
ス
廃
止
時
の
利
用

者
年
間
８
千
人
が
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
導
入
後
、

現
在
年
間
２
万
５
百
人
と

な
っ
た

③
一
日
平
均
87
人
が
利
用

④
一
台
で
最
大
５
人
利
用

⑤
登
録
者
数
３
，
４
６
６
人

・
選
挙
は
一
つ
の
品
質
管
理

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を

行
う
作
業
で
あ
り
、
そ
れ

を
行
わ
な
い
事
は
品
質
管

理
が
な
さ
れ
な
い
事
に
な

る
。

・
有
権
者
は
関
心
が
無
く

な
っ
た
り
薄
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
た

め
に
議
会
が
変
わ
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

・
無
投
票
に
な
ら
な
い
よ
う

に
定
数
減
等
で
対
応
し
て

き
た
が
そ
れ
も
無
理
（
行

き
詰
ま
る
）
↓
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
。
し
か
し
、
住

民
所
得
と
の
格
差
が
あ
っ

て
は
住
民
か
ら
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。

・
年
４
回
の
定
例
方
式
は
昔

の
「
水
田
・
農
耕
」
対
応

の
定
例
会
で
、
今
で
は
農

業
関
係
者
以
外
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
対
応
不

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
↓

通
年
制
に
変
更
し
て
も
よ

い
（
毎
週
１
回
程
度
・
夜

議
会
）

○
議
会
の
役
割
は
何
か

１
．議
会
は
最
高
決
定
機
関

・
執
行
部
が
頼
ん
だ
の
で
通

し
た
の
で
は
い
け
な
い
。

議
会
は
最
後
の
決
定
機
関

で
あ
り
、
後
が
な
い

・
議
案
を
一
つ
一
つ
シ
ッ
カ

リ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
議
案
に
対
し
て
は
裏
ど
り

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
事
務
局
で
の
確
認
や

住
民
公
聴
会
・
有
識
者
な

ど
の
意
見
を
聞
く
事
も
大

事
な
裏
ど
り
と
な
る

２
．議
会
と
長
は「
車
の
両
輪
」

・
車
輪
の
間
に
は
距
離
が
あ

る
こ
れ
が
大
事
な
事
で
あ

る
。
一
輪
車
で
は
だ
め
で

す
。
自
転
車
の
両
輪
も

「
前
と
後
ろ
」
と
な
り
追

従
す
る
形
の
な
る
の
で
だ

め
で
す
。

・
与
党
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

提
案
さ
れ
た
も
の
を
よ
り

一
層
、
高
い
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

３
．真
に「
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
」と
は

・
日
本
は
住
民
に
背
を
向
け

た
議
会
で
あ
る
。
傍
聴
席

で
聞
く
だ
け
で
発
言
は
出

来
な
い
も
の
で
住
民
軽
視

と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
事
前
登
録
を
行
い
、

議
会
の
中
に
入
っ
て
発
言

さ
せ
る
。

・
審
議
す
る
議
案
を
住
民
の

人
に
聞
く
こ
と
が
大
事
　

↓
議
会
改
革
　
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」

○
地
域
の
重
大
事
案
と
議
会

１
．首
長
１
人
の
決
定
は
危

う
い

・
人
類
の
経
験
値
で
あ
る
。

沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
も

同
じ
、
又
、
横
浜
市
の
カ

ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致
も
同
じ

２
．地
方
自
治
法
96
条
２
項

を
活
用
し
て
議
会
で
責
任
を

持
つ
事
が
大
事

・
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、

条
例
で
普
通
地
方
公
共
団

体
に
関
す
る
事
件
（
法
定

受
託
事
務
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
き
議
会
の

議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
財
政
の
持
続
可
能
性
と
議
会

１
．予
算
の
吟
味
・
点
検

・
議
会
に
提
案
す
る
前
に
報

道
発
表
を
行
う
。
後
は
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ

い
・
地
方
交
付
税
を
当
て
に
し

て
い
る
と
、
国
が
破
た
ん

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
信

じ
な
い
方
が
良
い

２
．税
率
の
変
更
も

・
町
の
予
算
が
足
り
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
の
変
更

も
考
え
ら
れ
る

○
教
育
と
議
会

１
．教
育
委
員
会
の
現
状

・
学
校
の
給
食
費
の
回
収
は
現

在
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
先
生
が
袋
で
の
回
収

し
て
い
る
所
は
Ｎ
Ｇ

２
．教
育
委
員
会
（
教
育
長
・

教
育
委
員
）の
選
任

・
昭
和
20
年
頃
は
選
挙
を
お
こ

な
っ
て
い
た
が
現
在
は
承
認

の
形
と
な
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
議
会
が
し
っ

か
り
自
覚
し
て
吟
味
し
て

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
当
日
の
審
議
決
定
で
な
く
、

教
育
長
・
教
育
委
員
の
意

見
や
考
え
方
を
事
前
に
議

会
で
聞
い
て
判
断
。

○
地
方
創
生
と
議
会

１
．議
会
は
「
総
合
戦
略
」
を

点
検
し
た
か

・
現
在
は
決
定
事
項
で
な
く
、

首
長
・
行
政
の
一
方
的
な
考

え
方
で
あ
り
、
96
条
２
項
で

議
会
の
決
定
事
項
と
し
て
、

必
ず
通
す
必
要
が
あ
る
。

講師：片山善博氏

オペレーションルーム

オペレーションルーム

最終処分場埋立地工事現場風景

日
付 

令
和
元
年
10
月
２
日

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
閉
会
中
審
査
）
【
乗
合
タ
ク
シ
ー
】

○
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見
え

て
く
る
地
方
議
会
の
課
題

１
．
無
投
票
と
「
な
り
手
不

足
」
、
低
い
投
票
率

・
選
挙
は
民
主
主
義
を
支
え

る
大
事
な
物
で
あ
る
。
統

一
選
挙
で
無
投
票
が
増
え

て
き
て
い
る
。

・
選
挙
は
立
候
補
す
る
側
か

ら
言
う
と
１
期
の
評
価
に

対
す
る
期
待
感
が
あ
り
、

当
選
す
れ
ば
自
信
が
つ
く

２
．
ピ
ン
ト
外
れ
の
地
方
行

革
が
地
域
を
疲
弊
さ
せ
る

・
図
書
館
の
指
定
管
理
は
東
京

の
業
者
に
し
て
は
Ｎ
Ｇ
（
地

元
の
書
店
か
ら
の
購
入
が
無

く
な
り
書
店
を
潰
す
）

　
７
月
９
日
午
後
、
菊
池
環

境
保
全
組
合
で
施
設
の
視
察

が
実
施
さ
れ
た
。令
和
元
年

度
に
交
替
し
た
議
員（
４
人
）

が
対
象
で
、
菊
陽
町
議
会
か

ら
は
坂
本
秀
則
・
甲
斐
榮
治

の
二
人
の
議
員
が
参
加
し
た
。

　
議
員
ら
は
、
組
合
職
員
の

案
内
の
も
と
、
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
、
杉
水
埋
立
処
分
場
、

建
設
中
の
新
環
境
工
場
を
視

察
し
た
。

　
新
環
境
工
場
等
の
建
設
現

場（
合
志
市
）で
は
、
ゴ
ミ
処

理
施
設
、
最
終
処
分
場
埋
立

地
、
浸
出
水
処
理
施
設
等
の

建
設
工
事
が
着
々
と
進
め
ら

３
．利
用
者
の
声

①
一
人
で
の
外
出
が
増
え
た

②
車
内
で
の
仲
良
し
が
増
え
た

③
家
の
近
く
の
乗
降
は
嬉
し
い

④
気
持
ち
良
い
受
付
も
嬉
し
い

４
．住
民
の
意
見
を
大
事
に

①
１
０
０
ｍ
も
歩
き
き
ら
ん

②
利
用
す
る
の
は
俺
た
ち
ば
い

③
住
民
説
明
会
は
校
区
４
ヶ

所
を
４
回
と
37
ヶ
所
の
行

政
区
で
も
実
施

④
検
討
委
員
会
に
地
域
住
民

も
参
加
。

５
．所
感

①
シ
ス
テ
ム
検
討
に
住
民
の

声
を
大
切
に
し
、
活
か
し

た
運
用
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

②
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

③
運
用
後
も
利
用
者
の
声
を

聞
き
見
直
し
を
随
時
行
っ

て
い
る
事
は
見
習
う
べ
き
。

【
和
水
町
】和
水
町
庁
舎

１
．導
入
経
緯

①
町
内
の
各
校
区
か
ら
中
央
校

区
へ
の
移
動
路
線
が
無
い
。

②
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
。

③
地
域
内
の
お
出
か
け
先
拠
点

の
整
備
と
交
通
手
段
確
保
。

２
．利
用
状
況

①
路
線
バ
ス
の
廃
止
は
無
い
。

②
年
間
２
，
７
３
７
人
が
利

用
。

③
一
台
で
一
人
の
利
用
。

④
登
録
者
数
５
５
５
人
。

３
．住
民
の
意
見
を
大
事
に

①
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
３
，
８

８
２
世
帯
４
割
の
回
答
が

あ
っ
た
。

②
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
施
で
２
８
２
人
の
交
通

弱
者
を
把
握
。

③
交
通
弱
者
の
戸
別
訪
問
調
査

を
実
施
。

４
．所
感

①
シ
ス
テ
ム
検
討
に
住
民
の

声
を
大
切
に
し
、
活
か
し

た
運
用
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

②
路
線
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ

等
の
た
め
、
到
着
時
間
を

守
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

③
両
町
を
視
察
し
て
感
じ
た

の
は
、
町
の
実
情
と
特
徴

が
あ
り
違
っ
た
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
が
、
予
約

を
オ
ペ
レ
ー
タ
受
付
と
す

る
の
は
町
民
と
の
距
離
を

近
く
す
る
と
共
に
、
問
題

発
見
に
必
要
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。西

本
友
春
委
員
長

○「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
」と
は

１
．
そ
の
ね
ら
い
は
何
か

・
県
域
単
位
で
中
心
地
に
集

約
す
る
方
向
で
、
地
域
住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

や
ら
な
い
方
が
良
い
。

（
西
本
友
春
議
員
）

れ
て
い
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
は
全
て

の
施
設
が
稼
働
す
る
予
定
。

（
甲
斐
榮
治
議
員
）

え
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
。農
村
起
業
家

は
日
本
20
ヶ
所
で
営
農
し
て

い
て
、
中
に
は
世
界
的
な
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
農
家
と
し
て
成
功

者
も
輩
出
し
て
い
る
。

３
．所
見

　
耕
作
放
棄
地
を
開
墾
し
て

栽
培
し
た
米
10
㎏
を
７
，
０

０
０
円
で
販
売
。正
規
の
木

材
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
木

材
を
、「
薪
割
り
体
験
で
き

る
」
薪
ス
ト
ー
ブ
用
と
し
て

販
売
。こ
れ
は
原
価
率
７
％

（
粗
利
93
％
）と
信
じ
ら
れ
な

い
数
字
。古
民
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
、
一
泊
５
万

円
の
「
農
家
体
験
宿
泊
可
能

な
家
」
と
し
て
70
％
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
る
な
ど
、
な

か
な
か
刺
激
的
な
事
例
が
続

い
た
。

　
本
町
で
の
可
能
性
だ
が
、

先
の
S
D
G
s
と
い
う
指
摘

と
受
け
止
め
、
周
り
に
あ
る

資
源
を
活
か
す
べ
く
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
感

じ
た
。

（
北
山
正
樹
議
員
）

・
選
挙
は
一
つ
の
品
質
管
理

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を

行
う
作
業
で
あ
り
、
そ
れ

を
行
わ
な
い
事
は
品
質
管

理
が
な
さ
れ
な
い
事
に
な

る
。

・
有
権
者
は
関
心
が
無
く

な
っ
た
り
薄
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
た

め
に
議
会
が
変
わ
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

・
無
投
票
に
な
ら
な
い
よ
う

に
定
数
減
等
で
対
応
し
て

き
た
が
そ
れ
も
無
理
（
行

き
詰
ま
る
）
↓
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
。
し
か
し
、
住

民
所
得
と
の
格
差
が
あ
っ

て
は
住
民
か
ら
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。

・
年
４
回
の
定
例
方
式
は
昔

の
「
水
田
・
農
耕
」
対
応

の
定
例
会
で
、
今
で
は
農

業
関
係
者
以
外
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
対
応
不

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
↓

通
年
制
に
変
更
し
て
も
よ

い
（
毎
週
１
回
程
度
・
夜

議
会
）

○
議
会
の
役
割
は
何
か

１
．議
会
は
最
高
決
定
機
関

・
執
行
部
が
頼
ん
だ
の
で
通

し
た
の
で
は
い
け
な
い
。

議
会
は
最
後
の
決
定
機
関

で
あ
り
、
後
が
な
い

・
議
案
を
一
つ
一
つ
シ
ッ
カ

リ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要

が
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
議
案
に
対
し
て
は
裏
ど
り

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
事
務
局
で
の
確
認
や

住
民
公
聴
会
・
有
識
者
な

ど
の
意
見
を
聞
く
事
も
大

事
な
裏
ど
り
と
な
る

２
．議
会
と
長
は「
車
の
両
輪
」

・
車
輪
の
間
に
は
距
離
が
あ

る
こ
れ
が
大
事
な
事
で
あ

る
。
一
輪
車
で
は
だ
め
で

す
。
自
転
車
の
両
輪
も

「
前
と
後
ろ
」
と
な
り
追

従
す
る
形
の
な
る
の
で
だ

め
で
す
。

・
与
党
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

提
案
さ
れ
た
も
の
を
よ
り

一
層
、
高
い
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

３
．真
に「
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
」と
は

・
日
本
は
住
民
に
背
を
向
け

た
議
会
で
あ
る
。
傍
聴
席

で
聞
く
だ
け
で
発
言
は
出

来
な
い
も
の
で
住
民
軽
視

と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
事
前
登
録
を
行
い
、

議
会
の
中
に
入
っ
て
発
言

さ
せ
る
。

・
審
議
す
る
議
案
を
住
民
の

人
に
聞
く
こ
と
が
大
事
　

↓
議
会
改
革
　
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」

○
地
域
の
重
大
事
案
と
議
会

１
．首
長
１
人
の
決
定
は
危

う
い

・
人
類
の
経
験
値
で
あ
る
。

沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
も

同
じ
、
又
、
横
浜
市
の
カ

ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致
も
同
じ

２
．地
方
自
治
法
96
条
２
項

を
活
用
し
て
議
会
で
責
任
を

持
つ
事
が
大
事

・
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、

条
例
で
普
通
地
方
公
共
団

体
に
関
す
る
事
件
（
法
定

受
託
事
務
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
き
議
会
の

議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
財
政
の
持
続
可
能
性
と
議
会

１
．予
算
の
吟
味
・
点
検

・
議
会
に
提
案
す
る
前
に
報

道
発
表
を
行
う
。
後
は
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ

い
・
地
方
交
付
税
を
当
て
に
し

て
い
る
と
、
国
が
破
た
ん

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
信

じ
な
い
方
が
良
い

２
．税
率
の
変
更
も

・
町
の
予
算
が
足
り
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
の
変
更

も
考
え
ら
れ
る

○
教
育
と
議
会

１
．教
育
委
員
会
の
現
状

・
学
校
の
給
食
費
の
回
収
は
現

在
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
？
先
生
が
袋
で
の
回
収

し
て
い
る
所
は
Ｎ
Ｇ

２
．教
育
委
員
会
（
教
育
長
・

教
育
委
員
）の
選
任

・
昭
和
20
年
頃
は
選
挙
を
お
こ

な
っ
て
い
た
が
現
在
は
承
認

の
形
と
な
っ
て
い
る
。

・
い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
議
会
が
し
っ

か
り
自
覚
し
て
吟
味
し
て

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

・
当
日
の
審
議
決
定
で
な
く
、

教
育
長
・
教
育
委
員
の
意

見
や
考
え
方
を
事
前
に
議

会
で
聞
い
て
判
断
。

○
地
方
創
生
と
議
会

１
．議
会
は
「
総
合
戦
略
」
を

点
検
し
た
か

・
現
在
は
決
定
事
項
で
な
く
、

首
長
・
行
政
の
一
方
的
な
考

え
方
で
あ
り
、
96
条
２
項
で

議
会
の
決
定
事
項
と
し
て
、

必
ず
通
す
必
要
が
あ
る
。

日
付 

令
和
元
年
10
月
１
日

場
所 

嘉
島
町
民
会
館

講
師 

早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教
授

　
　 

元
総
務
大
臣
・
鳥
取
県
知
事
　
片
山 

善
博 

氏

演
題 

「
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ
り
方
・
議
員
へ
の
期
待
」

町
村
議
会
議
員

１
．講
師
の
主
張

　
農
山
魚
村
資
産
を
都
市
の

ニ
ー
ズ
と
結
べ
ば
、
１
５
０

０
億
円
産
業
と
１
５
，
０
０

０
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

２
．講
師
の
実
績

・
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
を

「
農
村
観
光
ツ
ア
ー
」
と

し
て
「
開
墾
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
て
再
生
に

成
功
。

・
企
業
と
連
携
し
、
社
員
の

農
作
業
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
米
で
、
日
本
酒
「
丸
の

内
」
を
作
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
か
ら
多
く

の
農
地
が
再
生
さ
れ
、
田
舎

に
は
昔
懐
か
し
い
棚
田
が

蘇
っ
た
。そ
の
作
業
に
参
加

し
た
多
く
は
一
般
の
、
企
業

と
の
連
携
で
参
加
し
て
き
た

若
人
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は

そ
の
活
動
を
通
し
て
食
と
農

業
の
意
義
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
。講
師
自
身

が
農
作
業
を
し
て
い
る
間
は
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
け
る
と

判
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
企
業
は
日
本
を
代
表
す
る

大
企
業
の
一
つ
で
あ
り
、
造

ら
れ
た
日
本
酒
は
直
ぐ
完
売

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
と

い
う
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
農
村
起
業
家
育
成
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
、現
在
８
カ
所
。

卒
業
生
は
１
０
０
０
名
を
超

○
統
一
地
方
選
挙
か
ら
見
え

て
く
る
地
方
議
会
の
課
題

１
．
無
投
票
と
「
な
り
手
不

足
」
、
低
い
投
票
率

・
選
挙
は
民
主
主
義
を
支
え

る
大
事
な
物
で
あ
る
。
統

一
選
挙
で
無
投
票
が
増
え

て
き
て
い
る
。

・
選
挙
は
立
候
補
す
る
側
か

ら
言
う
と
１
期
の
評
価
に

対
す
る
期
待
感
が
あ
り
、

当
選
す
れ
ば
自
信
が
つ
く

２
．
ピ
ン
ト
外
れ
の
地
方
行

革
が
地
域
を
疲
弊
さ
せ
る

・
図
書
館
の
指
定
管
理
は
東
京

の
業
者
に
し
て
は
Ｎ
Ｇ
（
地

元
の
書
店
か
ら
の
購
入
が
無

く
な
り
書
店
を
潰
す
）

○「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
」と
は

１
．
そ
の
ね
ら
い
は
何
か

・
県
域
単
位
で
中
心
地
に
集

約
す
る
方
向
で
、
地
域
住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
事
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

や
ら
な
い
方
が
良
い
。

（
西
本
友
春
議
員
）
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この
メンバーでがんばりました

・議長席の後ろに高性能カメラが２台設置され、
議場全体が綺麗に映し出されます。
・スピーカーを増やし、傍聴席にも傍聴者
専用スピーカーが２台設置されたので、
聞き取りやすくなります。
・高性能カメラを導入し、映像が綺麗になります。

・大型ディスプレイを設置し、
出席議員の確認、及び一般質
問時間の視認性が向上します。

・画面に発言中の議員、答弁者名が表示
されるようになります。

・マイクユニットに賛否ボタンが付き、
ディスプレイで賛否数の確認ができる
ようになります。( 賛否ボタンの慣れ
等が必要なため、導入に関しては検討
中です )

表紙の紹介

　９月に行われた西小学校
の運動会の一コマです。

議
会
か
ら
の
お
願
い

　議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
議
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　発
行
責
任
者 

 

　
　

 

議

　
　長

　
　

 

上
田

　茂
政

　
　
　
　編
集
者委 

員 

長 

　

  

北
山

　正
樹

副
委
員
長      

西
本

　友
春

委

　
　員      

福
島

　知
雄

委

　
　員      

佐
々
木
理
美
子

委

　
　員      

大
久
保

　輝

委

　
　員      

矢
野

　厚
子

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

矢
野 

厚
子

　広
報
委
員
に
な
っ
て
、
二
号
目
で
、
ま
だ

ま
だ
伝
え
方
に
工
夫
が
必
要
だ
と
反
省
し
な

が
ら
、
憲
法
改
正
論
議
と
、
高
齢
者
の
安
全

運
転
と
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
発
議
と

討
論
に
つ
い
て
を
、
音
声
を
聴
き
な
が
ら
ま

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
議
員
の

思
い
の
こ
も
っ
た
発
言
を
ゆ
が
め
る
こ
と
な

く
、
短
く
す
る
の
は
、
違
う
意
味
を
伝
え
て

し
ま
う
の
で
は
と
、
不
安
な
思
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
発
言
さ
れ
た
各
議
員
が
地
域
の
皆

様
に
行
間
を
埋
め
る
対
話
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
先
輩
に
学
び
な

が
ら
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議場のシステムが新し
くなりました。 設備費 1,938万 6,000円

( 消費税込み )

（福島知雄議員）
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